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2
閉
山
主
雷
同
に
利
子
生
み
資
本
と
い
う
語
を
あ
て
る
こ
と
が
漸
次
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、

『
資
本
論
』

の
長
谷
部
文
雄
氏
の
訳
語
に
由
来
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
従
来
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
利
子
付
資
本
乃
至
利
付
資
本
と
い
う
請
を

用
い
や
に
利
子
生
み
資
本
と
呼
ん
で
も
、
用
語
と
し
て
さ
し
て
変
り
鞭
え
す
る
ほ
ど
変
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
も
利
子
生
み
'
資
本
・

と
い
う
諾
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ー
.

利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
曜
に
つ
い
て
は
『
資
本
論
』
の
第
三
巻
第
五
篤
に
沿
い
て
、
第
二
十
二
章
か
ら
第
二
十
四
孝
ま
で
の
と
こ
ろ

で
一
般
的
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
巻
第
五
篇
の
叙
述
は
大
き
く
分
け
る
と
第
二
十
一
章
か
ら
第
二
十
四
章
ま
で
と
、
第

二
十
五
立
早
か
ら
第
一
一
一
十
五
章
、
ま
で
と
の
一
一
つ
に
分
か
れ
て
ゐ
り
、

1
1
1
第
三
十
六
章
「
資
本
制
以
前
」
は
補
論
と
い
づ
た
地
位
を
占
め
て

い
る
(
註
ご
!
l
l
、
こ
の
前
半
四
章
に
た
い
て
利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
が
、
そ
し
て
つ
ぎ
の
十
一
意
に
た
い
て
は
こ

e

れ
に
関
連
し
て
信
用
論
が
取
扱
わ
れ
℃
い
る
(
註
二
)
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
現
行
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
で
は
第
三
一
巻
第
七
章

に
沿
い
て
右
の
一
般
的
な
説
明
と
ほ
ぼ
同
様
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
語
り
、
か
つ
「
附
録
」
も
加
え
て
右
の
「
資
本
制
以
前
」
と
ほ
ぼ
同
様

利
子
生
み
香
、
木
小
論

一一七
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た
考
察
し
が
行
わ
れ
て
い
る

(一花一ユ)。

(
註
ご
ょ
こ
で
は
剥
子
ふ
み
資
本
の
古
風
hu
形
態
で
あ
る
高
利
資
本
に
ツ
い
て
匙
べ
て
い
る
が
、
と

ρ
官
民
た
形
態
の
和
子
生
み
安
本
正
設
本
制
生

産
様
式
の
一
要
素
左
し
て
の
利
子
生
み
資
本
主
の
差
異
を
は
っ
き
り
摘
む
こ
と
拡
大
切
で
あ
る
。
こ
の
点
に
の
ノ
い
て
は
と
〈
に
、
高
利
安
本
の
官
官
展
守

主
近
代
的
和
子
生
み
受
本
一
の
凝
立
と
に
ヲ
い
て
の
歴
史
的
考
察
を
テ
ー
マ
と
す
る
別
の
諸
積
に
お
い
て
織
れ
る
。
な
お
7
1
y
p

ス
は
学
設
史
そ
刻
。

著
作
と
す
る
止
と
も
に
、
「
経
済
的

b
諸
範
一
院
と
議
関
係
と
の
神
的
υ

展
に
り
い
て
の
か
ん
た
ん

η
懸
史
約
概
観
し
を
「
第
三
の
著
作
」
と
す
る
予
定
を
持

う
て
い
た
(
一
へ
五
八
年
一
一
月
二
十
二
日
附
一
ブ
吋
ノ
サ
1
1
y
宛
の
手
紙
)
。

(
一
証
一
一
)
乙
う
見
る
根
拠
に
つ
い
て
は
よ
こ
で
以
紛
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
後
一
宇
が
い
わ
ゆ
る
マ
ル
グ
ス

ο
プ
ラ
ン
に
お
け
る
『
信
用
一
の
環
と
い
か
な

る
関
係
に
立
っ
か
に
ワ
い
て
の
考
察
も
、
別
稿
に
譲
る
。

(
註
一
一
一
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
う
資
本
論
』
第
4

一
巻
の
序
言
に
お
い
て
、
「
一
代
六
一
一
年
八
月
か
ら
一
八
六
一
一
一
年
六
月
ま
で
に
品
普
か
れ
た
二
十
一
一
↑
加
か
ら
た

る
回
折
り
版
一
向
七
二
一
兵
の
『
経
済
学
批
列
』
と
い
う
原
稿
」
に
づ
い
℃
、
そ
の
構
成
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
、
「
九
七
一
一
一

i
一
一
五
え
頁

(
第
十
六
!
第
十
へ
般
)
は
委
本
と
邪
潟
、
利
潤
率
、
商
人
安
本
お
土
ぴ
貨
幣
委
本
を
、
す
た
は
も
後
に
第
一
一
一
部
の
た
め
の
原
稿
中
で
展
開
閉
さ
れ
て

い
る
諸
題
目
を
琢
認
う
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
部
で
取
扱
わ
れ
た
議
題
旬
、

A

な
ら
び
に
、
の
ち
に
第
一
一
一
都
市
、
取
扱
わ
れ
た
き
わ
め
て
多
く
の
議

題

H
は
ま
だ
正
く
に
集
成
さ
れ
て
い
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
題
臼
紅
、
こ
と
に
原
稿
の
主
体
を
な
す
部
分
で
あ
る
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
説
?
と
題

す
る
一
一
一
一

o
i九
七
一
一
頁
(
第
六
1
第
十
五
加
)
に
お
い
て
、
附
肱
問
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
黙
分
は
経
務
学
の
核
心
た
る
剰
余
価
値
学
訟
の

詳
細
な
批
剣
約
一
段
史
を
合
み
、
ま
る
に
日
《
の
傍
ら
、
の
ち
に
第
一
一
部
お
上
び
第
一
一
一
部
の
た
め
の
原
稿
で
と
く
に
か
つ
論
理
的
関
惑
に
お
い
て
研
究
し
た

た
い
て
い
の
ぷ
を
、
先

λ
た
合
り
に
た
い
す
る
論
戦
的
対
立
の
形
で
展
開
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
原
稿
の
う
ち
、
借
用
二
部
お
よ
び
第
一
一
一
部
で
す
で
に
設

き
づ
〈
さ
れ
た
数
多
〈
の
笛
所
を
除
く
批
列
的
部
分
を
ば
、
雲
文
本
論
』
第
四
郎
と
し
て
公
刊
す
る
た
め
に
印
阿
保
し
た
」
(
傍
古
川

l
一
一
一
宅
)
と
遮
べ
て

い
る
。
現
行
『
剰
余
価
値
学
設
先
』
は
カ
ウ
ツ
キ
ー
が
そ
の
第
一
巻
の
序
文
句
、
「
私
は
た
ん
に
原
務
の
-
一
一
一

o
i九
七
一
一
一
良
だ
け
で
な
く
:
:
:
一

四
七
二
支
の
会
体
を
競
ぺ
て
見
た
。
私
は
エ
ン
ゲ
札
Y

ス
が
考
え
て
い

L
七
五

O
の
原
稿
一
兵
の
ほ
か
に
、
数
多
く
の
驚
え
害
を
見
出
し
た
。
そ
れ
ら
は

揺
史
的
部
分
に
引
刷
用
す
べ
き
も
の
守
る
っ
た
、
そ
し
て
私
は
そ
れ
ら
を
適
当
な
箇
所
に
'
組
入
れ
た
」
と
い
っ
て
い
る
よ
ろ
に
、
原
稿
で
剰
余
価
値
に

か
ん
す
る
諸
学
設
と
恕
し
て
い
る
部
分
以
外
の
と
ζ

ろ
か
ら
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
『
経
済
の
諸
問
題
』
誌
二
九
五

O
年
第
九
号
)
に
努
表

さ
れ
た
詩
文
、
ゲ
』
・

0

プ
ル

Y
ザ
ン
ス
キ

1
、
イ
1

・
プ
レ
イ
ス
「
K
・
吋
ル
グ
ス
『
剰
余
価
値
学
一
読
史
』
の
科
学
級
の
準
備
に
守
山
町
て
」
(
寺
村



鉄
一
ニ
訳
、
大
阪
商
大
『
経
済
学
雑
誌
』
第
一
一
十
五
巻
第
四
号
所
哉
一
)
に
よ
る
と
、
こ
の
第
一
一
一
巻
第
七
草
は
、
一
見
ぞ
う
考
え
ら
れ
る
の
と
は
こ
と
な

り
ほ
か
の
部
分
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
は
な
〈
、
「
ノ

T

F
第
十
五
般
の
後
宇
」
(
訳
、
一
一
二
八
頁
)
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

き
ら
に
、
注
意
を
惹
く
こ
と
は
、
こ
の
論
文
に
よ
る
と
、
原
稿
の
こ
の
部
分
に
た
い
し
て
「
諮
所
得
・
と
そ
の
諸
源
泉
」
と
い
う
標
題
が
附
さ
れ
て

い
る
と
報
告
さ
か
て
い
る
こ
と
で
あ
一
る
(
訳
、
向
上
頁
)
0

周
知
の
主
ろ
に
こ
の
柵
問
題
は
現
行
『
安
本
論
』
の
第
一
一
一
巻
簿
一
七
篇
の
標
題
で
あ
る
。
宥

原
誠
一
一
一
一
一
九
頁
に
客
一
か
れ
た
(
一
代
六
一
一
一
年
一
月
)
プ
ラ

y
の

η
か
で
も
、
「
第
一
一
一

m分
「
餐
木
正
利
調
」
は
り
ぎ
の
よ
う
に
問
分
す
ぺ
き
で
あ

る
。
:
:
同
、
産
業
利
潤
と
利
子
と
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
商
業
費
本
。
貨
幣
資
本
。
問
、
議
所
得
と
そ
の
諸
源
泉
。
こ
こ
に
は
危
産
過
程
在
分
配
遜

穏
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
問
題
を
も
取
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
倒
、
資
本
制
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
誇
還
流
運
動
。
尚
、
俗
、
洗
経
済
学
。

湖
、
結
論
。
交
本
主
食
労
働
t
二
『
学
試
史
』
第
一
一
一
巻
、
カ
ウ
ツ
キ

1
序
文
、
ヂ
ィ

1
ツ
版
、
七

i
へ
頁
、
傍
尽
|
一
一
一
ん
と
と
し
て
、
こ
の
一
時
題
が
率

げ
ら
れ
て
い
ゐ
。
(
な
お
一
へ
六
へ
年
四
月
三
十
日
附
五
ン
ゲ
ル
ス
泡
の
手
紙
で
は
宕
の
倒
の
も
ご
一
ろ
は
つ
ぎ
の
主
う
に
な
っ
て
い
る
、
一
一
明
、
い
ま

ま
で
は
た
だ
生
産
的
資
本
を
論
じ
た
だ
け
で
あ
る
。
い
ま
干
商
人
資
本
に
工
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
る
。
・
:
:
同
問
、
;
:
・
き
て
こ
の
利
潤
の
企
業
利

得
と
利
子
と
へ
の
分
裂
。
利
子
生
み
資
本
。
信
用
制
度
」
。
傍
ぷ

i
三
宅
)
。
原
稿
の
こ
こ
の
様
分
が
右
プ
ヲ
ン
の
刷
で
は
な
〈
的
の
標
題
を
と
っ
て

い
る
と
い
う
こ
主
は
、

1
1
a
日
際
虫
、

ωを
明
か
に
す
る
た
め
に
は
内
容
的
に
削
を
設
問
し
吃
け
れ
ば
た
ら
ぬ
か
ら
、
ぞ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
樹
に

わ
た
っ
て
叙
速
が
た
さ
れ
ね
げ
苧
り
似
の
で
あ
る
が

!
l、
こ
の
部
分
を
読
む
き
い
に
多
〈
の
示
唆
を
堤
え
る
。
た
子
え
ば
、
利
子
生
み
資
本
に
お

い
て
資
本
が
利
子
の
、
資
本
自
身
の
場
殖
の
、
神
秘
的
た
自
己
創
法
的
な
源
泉
正
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
安
本
関
係
が
一
ワ
の
物
司
と
し
て
現

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
か
く
し
て
フ
コ
テ
ベ
ジ
ズ
ム
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
、
神
秘
化
、
物
化
が
完
成
さ
れ
る
こ
止
、
を
ー
と
く
に
カ
設
せ
ん
が
た
め
に

誉
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
円
分
か
る
こ
と
に

η
る
冶
重
た
、
現
行
『
委
本
論
』
の
第
五
篇
第
二
十
一
章
!
第
二
十
四
章
と
第
七
鴛
第
四

十
へ
章
「
三
位
一
体
的
範
式
」
と
の
有
機
的
関
連
盤
が
は
っ
き
り
I
K

分
か
る
こ
と
と
な
る
。

原
稿
の
こ
こ
の
部
分
は
上
遣
の
よ
う
に
ノ

1
ト
策
十
五
加
の
後
宇
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
設
と
題
す
る
部
分

の
一
末
尾
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
大
部
分
が
諸
学
設
に
た
い
す
る
批
列
的
歴
史
で
段

η
く
観
論
的
叙
惑
で
あ
る
。
学
読
史
を
別
の
血
せ
に
十
る
さ
い
に
は

こ
の
部
分
の
大
部
分
は
お
そ
ら
く
学
設
出
品
か
ら
と
り
除
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
円
資
本
論
』
第
一
一
不
を
第
五
篇
を
編
纂
し

た
さ
い
に
は
こ
の
部
分
は
、
ま
た
上
記
の
第
十
六
1
第
十
へ
般
の
ノ
ー
ト
も
、
こ
れ
を
使
用
ぜ
ず
、
こ
の
『
経
済
学
批
列
』
と
い
う
原
稿
に
「
ロ
附

か
ら
見
て
続
く
!
一
正
こ
ろ
の
「
少
く
と
も
大
部
分
は
一
八
六
四
年
お
よ
び
一
ヘ
ム
ハ
五
年
に
警
か
れ
て
い
る
」
(
『
費
末
論
』
第
一
一
巻
序
一
一
行
中
原
稿

l
l前

向
序
言
の
な
か
で
「
第
一
一
一
部
の
た
め
の
原
稿
」
と
ミ
い
て
い
る
も
の
1

ー
だ
け
を
も
っ
ぱ
ら
用
い
た
上
う
で
あ
る
。

i
l
「
第
一
一
一
部
の
た
め
に
は
、
争

利
子
生
み
資
本
小
論

一
一
九

• 
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ま
っ
た
〈
た
だ
一
つ
の
、
し
か
も
非
常
に
脆
漏
の
多
い
、
最
初
の
掌
務
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
」
(
「
養
本
論
』
第
三
巻
序
言
)
、
し
か
し
、
「
第
二
十

一
!
第
一
一
十
四
章
は
大
体
に
お
い
て
は
仕
上
げ
ら
れ
て
あ
勺
た
」
(
向
上
序
言
}
。
エ
シ
グ
ル
ス
が
こ
れ
を
使
用
し
た
か
っ
た
の
は
、
}
へ
六
四
年

i

穴
五
年
の
原
稿
の
む
か
で
同
一
内
界
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
見
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
学
説
史
』
を
編
纂
し
、
そ

し
て
そ
れ
が
も
し
前
自
序
含
の
と
お
り
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
炉
、
守
政
n
リ
大
都
分
が
と
暗
除
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
も
あ
'
P
、
こ
こ
の
叡
迷

を
読
む
こ
と
は
、
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
一

1
第
一
一
一
章
を
理
解
す
る
上
に
『
経
済
学
批
列
』
が
役
立
つ
正
似
任
意
義
が
あ
る
。

な
お
協
附
言
し
て
お
く
と
、
こ
の
第
一
一
一
巻
第
七
篇
の
、
と
こ
ろ
に
ヴ
ぎ
の
よ
弓
な
勾
が
あ
る
こ
と
が
注
意
を
悲
〈
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
「
ハ
門
委
本

物
紳
」
の
す
で
に
数
一
良
自
の
左
こ
ろ
で
、
「
朝
子
お
よ
び
こ
の
一
刺
子
の
利
潤
に
た
い
す
る
関
係
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
研
究
を
怒
め
る
こ
と
は
、
い
主

だ
そ
の
と
こ
ろ
で
な
い
。
問
様
に
ま
た
、
利
潤
が
い
か
な
る
割
合
で
産
業
利
潤
主
利
子
主
に
分
J

劃
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
い
ま
だ
そ
の
と

こ
ろ
で
な
い
」
(
デ
ィ

1
ツ
版
、
五
二
回
頁
、
邦
訳
全
集
版
、
五
一
六
!
七
一
員
)
と
い
う
勾
に
出
合
う
。
主
た
「
帥
利
子
泊
中
」
の
冒
頭
で
は
、
「
一
般

的
利
潤
率
に
照
応
す
る
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
一
般
的
利
子
歩
合
ま
た
は
一
般
的
利
子
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
進
ん
で
展
開
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
わ

れ
わ
れ
の
意
図
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
利
手
生
み
資
本
の
分
析
は
、
こ
の
一
般
的
た
部
分
に
潟
寸
る
も
の
で
は
な
く
て
、
信
用
に
か
ん
十
る
都

分
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
」
(
ヂ
ィ

1
ツ
板
、
五
三
一
一
一

l
問
実
、
訳
、
五
二
六
頁
)
と
響
い
て
い
る
。
織
の
勾
の
方
は
こ
の
原
稿
が
「
諮
問
問
符
と
そ

の
諸
源
白
ど
の
た
め
に
警
か
れ
て
い
る
の
で
こ
ろ
い
う
限
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
み
も
解
き
れ
る
が
、
『
繁
本
論
』
第
一
一
-
士
一
章
「
利
潤
の
分
割
。

r

利
子
歩
合
。
利
子
歩
合
の
「
自
然
」
・
遜
・
」
の
H
H
頭
に
お
い
て
も
、
「
本
章
の
対
象
は
、

1
1
1後
段
で
取
扱
わ
れ
る
ぺ
き
信
用
の
諸
現
象
も
総
じ
て
そ

う
で
あ
る
が
、

1
1
4
こ
こ
で
は
細
目
的
に
は
研
究
さ
れ
え
な
い
。
;
:
・
わ
れ
わ
れ
は
と
こ
で
は
、
た
だ
、
利
子
生
み
資
本
の
自
立
的
姿
態
と
、
利
潤

に
た
い
す
る
利
子
の
自
立
化
と
を
展
開
す
る
に
・
と
ど
め
る
」

(E=一
九
一
真
、

l
i
Eは
塁
本
論
」
の
巻
数
、
買
は

f
y
ス
テ
ィ
ト
ゥ

1
ト
阪
の
そ

れ
、
以
下
阿
じ
)
色
い
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
し
か
く
か
ん
た
ん
に
解
す
る
こ
、
と
は
で
き
な
い
。
後
の
勾
で
「
こ
の
一
般
的
な
部
分
」
、
「
信
用

に
か
ん
す
る
部
分
」
正
い
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「
資
本
に
り
い
て
L

の
ろ
ふ
り
の
「
資
本
一
般
」
、
「
信
用
」
を
そ
れ
ぞ
れ
指

す
こ
と
は
切
か
で
あ
る
が
、
ご
こ
で
「
利
子
生
み
資
本
の
分
析
は
信
用
に
か
ん
す
る
部
分
に
烏
十
る
」
ー
と
い
っ
て
い
る
こ
の
「
分
析
」
が
ど
の
程
度

の
分
析
を
予
定
し
て
い
る
か
は
、
プ
ラ
ン
の
問
題
と
開
廷
し
て
十
分
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
『
資
本
論
』
の
方
で
、
た
と
え
ば
第
二

十
五
章
。
岡
田
頭
で
、
「
信
用
制
度
主
そ
れ
が
づ
く
り
出
す
諮
問
世
間
丹
(
信
用
貨
幣
、
等
々
)
と
の
立
入
つ
が
い
分
析
は
、
わ
れ
わ
れ
の
計
画
の
範
間
外
に

桜
わ
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
資
本
創
生
産
様
式
一
般
を
性
絡
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
一
一
一
一
一
の
怠
だ
け
を
取
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
」
{
置
四
三
六
頁
)
と

い
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
と
と
も
に
、
統
一
的
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
総
じ
て
利
子
生
み
養
本
論
、
主
〈
に
信
用
論
の
立
入
っ
た
研
究
に
さ
い



し
て
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
マ
ス
グ
ス
が
書
き
残
し
て
い
る
も
の
と
、
マ
ル
グ
ス
の
叙
惑
プ
ラ
ン
と
の
関
係
を
慎
重
に
確
か
め

て
お
く
こ
と
が
脅
わ
め
て
必
要
な
こ
主
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
小
論
の
、
し
か
も
註
な
ど
で
は
な
し
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
に
づ
い
て

は
詳
細
に
別
稿
で
取
扱
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
訟
と
り
〆
あ
え
ず
右
の
勾
に
づ
い
て
注
意
を
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

一
刊
行
を
準
備
さ
れ
て
い
る
前
記
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
科
学
阪
で
は
現
行
版
の
第
一
一
一
巻
第
七
篇
は
第
三
部
宋
尾
に
「
附
録
」
と
し
も
収
録
を
予
定

さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
こ
の
「
目
次
草
案
」
に
一
京
さ
れ
て
い
る
科
学
版
編
集
準
備
者
が
作
成
し
た
と
こ
ろ
の
こ
の
部
分
の
標
題
の
細
目
を
転
記

し
で
お
こ
う
(
前
出
邦
訳
、
お
上
び
、
宇
高
基
輔
訳
、
'
『
思
想
』
昭
和
一
一
十
六
年
九
月
号
所
載
)
。
と
い
う
の
は
、
編
集
準
備
者
は
標
題
づ
け
に
づ
い

て
づ
ぎ
の
主
う
に
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、

i
l
「
定
確
に
誤
り
な
〈
定
式
化
さ
れ
、
編
集
さ
れ
た
標
題
が
い
か
に
重
要
た
意
義
を

も
づ
か
は
、
い
ま
包
ら
設
〈
ま
で
も
な
や
。
こ
の
主
う
な
標
題
は
、
も
っ
と
も
本
質
的
な
諸
契
機
を
表
現
し
、
か
つ
研
究
の
方
向
を
指
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
読
者
が
マ
ル
グ
ス
の
思
考
行
程
を
充
分
に
理
解
す
る
た
め
の
助
け
と
な
型
、
-
き
わ
め
て
複
雑
た
原
稿
材
料
と
と
〈
に
豊
富
な
歴
史
的

H

批
列
的
内
容
お
主
ぴ
浬
論
的
内
容
と
の
な
か
で
、
方
向
を
見
失
わ
な
い
た
め
の
導
き
の
糸
主
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
o
t
-
-
:
だ
か
ら
こ
そ
標
題
に
お
い

て
も
(
原
文
そ
の
も
の
か
ら
と
り
だ
さ
れ
る
簡
明
な
定
式
化
を
も
も
い
て
)
マ
ル
グ
ス
に
批
列
さ
れ
た
諸
見
解
の
階
級
的
意
義
を
と
〈
に
強
調
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
る
る
」
(
訳
、
一

O
O
頁
)
と
。

村
資
本
制
生
産
様
式
の
諸
関
係
の
物
紳
化
。
物
紳
崇
奔
の
も
っ
と
も
完
全
な
表
混
在
し
て
の
利
子
生
み
費
本
。
資
本
利
子
に
か
ん
す
る
俗
流
経
済

学
者
と
俗
流
世
会
主
議
者
と
の
見
解
。

助
産
業
費
本
と
の
関
係
に
お
け
る
利
子
生
み
養
本
主
商
業
資
本
。
よ
り
古
い
詩
形
態
。
滋
主
的
詩
形
態
。

品
開
種
々
の
所
得
の
形
態
に
お
け
る
、
剰
余
価
値
の
偲
々
の
部
分
の
独
立
化
。
利
子
主
産
業
利
潤
と
の
相
互
関
係
。
物
紳
化
さ
れ
た
諾
形
態
の
不
合

運
性
。

同
門
剰
余
価
値
の
転
化
さ
れ
た
諸
形
態
の
骨
化
過
程
と
そ
の
内
的
水
質

1
1剰
余
労
働

l
j
か
ら
の
こ
れ
ら
諸
形
態
の
分
慨
。
こ
の
過
程
の
も
っ
と

も
極
端
な
段
階
と
し
て
の
利
子
生
み
養
本
。
企
業
者
の
所
得
を
「
費
本
識
の
労
賃
」
と
見
る
弁
護
論
的
見
解
。

料
古
典
経
済
学
と
俗
流
経
済
学
と
の
本
質
的
差
異
。
利
子
お
よ
び
地
代
の
不
合
理
な
形
態
に
合
纏
的
外
観
を
奥
え
'
ょ
う
と
す
る
俗
流
経
済
学
者
た

も
の
試
み
。

約
利
子
に
た
い
す
る
俗
流
世
会
主
義
の
潤
争
(
プ
ム
ー
ド
ン
コ
利
子
と
賃
労
働
の
制
度
と
の
聞
の
内
的
関
連
に
た
い
す
る
無
辺
解
。

品
川
利
子
問
題
の
回
路
市
民
に
よ
せ
て
。
利
子
反
対
論
に
お
け
る
ル
タ

1
の
プ
ル

I
ド
y
に
た
い
す
る
優
位
。
費
本
制
諸
関
係
の
発
展
と
結
び
つ
〈
利
子

利
子
生
み
資
本
小
論
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観
の
変
化
。

な
お
、
こ
の
附
録
の
部
分
今
一
体
の
標
題
は
「
目
次
草
案
」
で
は
「
誇
所
得
と
そ
の
諮
源
泉
?
俗4

流
経
済
宅
ー
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
俗
流
経
済

学
に
つ
い
て
も
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
目
次
と
し
て
こ
れ
で
差
支
え
は
な
い
が
、
し
か
し
、
マ
ル
グ
ス
自
身
が
こ
の
都
八
7
・
の
原

稿
に
附
し
た
標
題
で
は
苧
は
り
俗
流
経
済
学
と
い
う
諮
は
入
っ
て
い
汚
か
っ
た
と
蕊
わ
れ
る
。
ち
と
え
ば
、
終
習
の
方
の
プ
ル

1
ド
y
の
利
子
識
の

と
と
ろ
で
マ
ル
グ
ス
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
俗
流
経
済
学
者
た
ち
に
か
ん
す
る
一
部
分
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
立
ち
戻
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
た
だ

二
一
一
一
の
予
備
的
な
反
の
み
に
と
ど
め
る
」
(
デ
4

1
ツ
版
、
五
へ
一
一
具
、
訳
、
五
七
二
頁
)
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
原
稿
と
は
別
に
「
俗
流

経
済
学
」
に
づ
い
て
書
く
予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
一
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
一
へ
六
一
一
一
年
一
月
プ
ラ
ン
の
凶
を
見
ら
れ
た
い
。
こ
の
「
俗
流
経
済
学
」
は

当
特
の
プ
ラ
ン
で
は
第
一
一
一
部
分
に
入
っ
て
い
る
が
、
学
説
史
を
別
の
品
せ
に
移
す
き
い
に
は
こ
れ
は
そ
と
の
一
つ
の
1
1
4
お
そ
ら
く
は
最
後
の

l
i章

を
占
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
事
柄
の
性
質
上
そ
う
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
た
と
え
ば
マ
ル
グ
ス
は
一
八
六
へ
年
七
月
十
一

日
附
の

P
1
ゲ
ル
マ

y
宛
の
手
紙
の
な
か
で
、
「
第
一
一
一
巻
は
「
俗
流
経
済
学
」
の
諸
君
に
か
ん
す
る
独
自
の
詳
細
な
章
を
合
む
は
ず
で
あ
る
」
と
い

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
第
」
ユ
巻
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
マ
ル
グ
ス
は
現
行
『
資
本
論
』
の
第
二
、
第
三
巻
を
第
二
巻
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

以
上
中
、
ヂ
長
い
註
を
入
れ
て
お
い
た
の
は
、
現
行
『
剰
余
価
値
学
設
史
』
第
一
一
一
巻
第
七
篇
を
読
む
さ
い
の
初
歩
的
な
参
考
と
し
て
に
ほ
か
な
ら
な

い
V

利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
曜
に
つ
い
て
は
右
の
『
資
本
論
』
、

は
や
で
あ
っ
て
、
多
く
の
紙
幅
を
使
っ
て
達
人
が
述
ぺ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
小
論
で
改
め
て
説
明
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
と
ろ

で
、
経
済
学
の
諸
理
論
は
正
し
く
把
握
し
て
し
ま
え
ば
き
わ
め
て
か
ん
た
ん
な
と
と
で
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
ま
う
に
か
ん
た
ん
な

も
の
で
る
ヮ
て
も
、
こ
れ
を
正
し
〈
把
握
す
る
こ
と
は
け
っ
し
℃
か
ん
た
ん
友
こ
と
で
は
な
い
P

こ
の
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
臨
時
に
会

い
℃
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
事
実
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
諸
論
文
の
う
ち
誤
っ
た
把
握
を
し
て
た
ら
れ
る
も
の
が
す
〈
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
小
論
は
こ
れ
ら
の
諸
見
解
を
遂
次
検
討
し
て
行
き
そ
れ
を
通
じ
て
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
曙
に
つ
い
て
の
把
握
を
よ
り
正
確

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
を
直
接
精
読
す
る
な
ら
ば
明
か
に
理
解
し
う
る



な
ら
し
め
て
た
こ
う
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

ま
や
最
初
に
、
近
年
こ
の
領
域
に
た
い
て
数
多
く
の
「
独
創
的
」
な
論
文
を
量
産
さ
れ
る
と
と
に
よ
り
℃
き
わ
だ
っ
て
「
理
論
的
」
な

活
動
を
一
本
さ
れ
て
い
る
川
合
一
郎
氏
の
見
解
を
採
り
上
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
氏
の
見
解
が
も
っ
と
も
体
系
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の

は
論
文
「
信
用
理
論
の
根
本
問
題
」
(
『
金
融
経
済
』
誌
第
七
、
ヘ
合
併
は
す

i
i昭
和
二
十
六
年
四
月

l

印
刷
載
)
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

ま
や
、
氏
の
努
力
に
か
か
る
構
築
物
の
概
要
を
見
て
た
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
在
ぜ
な
ら
、
氏
の
所
説
は
一
見
き
わ
め
℃
「
体

系
的
」
で
あ
り
「
独
創
的
」
で
あ
り
か
っ
「
精
融
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
概
要
を
あ
ら
か
じ
め
呑
込
ん
で
い
な
い
と
、
氏
の
論
理
的
グ
1
ム

の
仕
組
が
ま
る
で
判
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
(
設
)
。

{
註
)
私
は
か
つ
て
遊
部
久
謂
剛
氏
の
著
書
『
イ
ン
ブ
レ
1
シ
ヨ
ン
の
基
礎
迎
論
』
を
論
評
し
た
さ
い
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
迷
べ
た
こ
と
が
あ
る
(
『
経

済
評
論
』
昭
和
ニ
十
五
年
一
足
号
三
遊
都
民
の
観
命
的
構
築
物
と
川
合
氏
の
観
念
的
構
築
物
と
は
か
か
る
点
に
お
い
て
類
似
性
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
注
窓
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

氏
は
い
わ
れ
る
、

資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
、
単
な
る
借
入
の
場
合
で
あ
る
」
(
一
一
一
九
一
具
、
傍
占
川
原
文
の
主
主
と
.
そ
し
て
と
れ
を
「
利
子
う
み
資
本
増
殖
の

「
貸
付
け
う
べ
き
貨
幣
資
本
に
と
っ
て
も
っ
と
も
単
純
友
治
説
え
む
き
の
吸
着
地
盤
は
、
遊
休
貨
幣
が
は
じ
め
か
ら

ば

こ
の
「
吸
着
地
盤
」
な
る
も
の
は
氏
の
愛
好
さ
れ
る
概
念
、
言
葉
の
一
つ
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
れ

「
貸
付
け
う
べ
き
貨
幣
資
本
の
形
成
・
蓄
積
は
、
こ
れ
を
産
業
資
本
と
し
て
利
用
す
る
現
実
的
資
本
の
蓄
積
の
テ
ン
ポ
を
常
に
凌
駕

本
来
的
友
形
態
」
で
砂
る
と
さ
れ
る
。

利
子
生
み
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論



利
予
生
一
み
資
本
小
論

四

ず
る

o
l
-
-
-
し
た
が
っ
て
、
貸
付
け
う
べ
き
貨
幣
資
本
の
供
給
は
直
接
貸
付
の
形
で
資
本
と
し
て
流
通
界
に
入
る
貨
幣
資
本
よ
り
も
常
に

多
い
と
と
と
な
る
」
(
悶
O
頁
ν

か
ら
?
そ
の
「
増
殖
衝
動
」
を
み
た
す
た
め
に
、

「
吸
盤
地
盤
」
を
諸
方
面
に
求
め
る
と
と
と
な
る
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
吸
着
地
整
」
を
求
め
る
と
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
注
さ
れ
る
。
「
利
子
ろ
み
資
本
の

逼
動
形
式
と
形
式
上
一
点
で
も
共
通
点
を
も
っ
他
の
範
臨
時
を
と
ら
え
℃
、
上
か
ら
こ
の
範
障
に
侵
入
し
、
そ
こ
へ
自
己
の
運
動
形
態
を
擬

制
七
、
自
己
の
投
下
部
商
と
し
、
自
己
の
吸
着
地
盤
H
H
増
殖
地
盤
に
改
造
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
(
向
上
頁
)
。

ζ

の
「
擬
制
」
と
い
う
言

葉
も
氏
の
愛
好
さ
れ
る
概
念
の
一
つ
で
あ
る
が
、
右
の
文
章
を
一
読
し
た
だ
け
で
は
い
わ
れ
て
い
る
趣
旨
は
泣
か
な
か
苓
込
め
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
も
う
す
と
し
氏
の
説
明
を
引
い
て
た
く
と
、

「
利
子
う
み
資
本
の
増
殖
衝
動
は
こ
れ
ら
の
形
式
[
「
貸
付
」
l
「
認
済
」
と

「
機
龍
を
伴
、
う
こ
と
な
き
定
期
的
所
得
」
と
い
う
こ
つ
の
形
式
を
指
す

i!引
用
き
の
う
ち
一
つ
だ
け
で
も
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
所
が
あ
れ

ば
そ
こ
に
半
身
を
さ
し
入
札
、
残
り
の
形
式
的
特
徴
を
自
ら
そ
こ
に
構
築
す
る
と
い
ろ
形
で
そ
こ
を
自
己
の
増
蕪
郡
面
に
改
造
す
る
の
で

あ
る
。
す
た
わ
ち
「
貸
付
」
と
「
機
能
な
き
定
期
所
得
」
と
い
う
形
式
の
う
ち
、
前
者
む
共
通
に
す
る
と
ご
ろ
に
は
後
者
を
つ
く
り
だ

し
、
後
者
主
共
通
に
す
る
と
こ
ろ
に
は
逆
に
前
者
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。

一
度
形
式
上
自
己
と
間
一
の
す
み
家
を
作
っ
て
し
ま
え
ば
、

乙
と
は
利
子
う
み
資
本
の
吸
着
地
盤
と
な
る
」

(四

O
i四
一
一
貝
)

と

本
稿
で
は
氏
の
い
わ
れ
る
と
の
「
擬
制
的
構
築
」
の
う
ち
、
前
の
半
分
に
つ
い
て
、
し
か
も
そ
の
う
ち
そ
こ
に
h

お
け
る
基
礎
的
な
点
の

み
に
つ
い
℃
、
検
討
を
試
み
る
乙
と
と
す
る
。
け
だ
し
、
氏
の
努
力
に
か
か
る
と
の
構
築
物
が
客
観
的
な
現
実
の
擬
制
的
構
築
を
反
映
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
み
や
か
ら
が
擬
制
的
「
理
論
」
で
あ
る
か
を
確
め
る
に
ぽ
、
こ
の
点
の
検
討
を
も
っ
て
十
分
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
と
る
で
、
基
礎
的
友
点
の
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
氏
の
構
築
物
は
ど
こ
か
ら
取
り
上
げ
た
ら
よ
い
か
困
惑
を
感



4作

じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
擬
制
的
構
築
」
の
前
の
半
分
は
氏
の
論
文
の
主
節
を
た
し
て
い
る
悼
の
と
こ
ろ
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

「
吸
着
の
第
一
の
対
象
は
、
資
本
と
し
て

ま
や
こ
の
同
の
最
初
に
出
て
く
る
文
章
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
、

の
貨
幣
の
貸
付
な
る
利
子
う
み
資
本
の
「
貸
付
」
と
、
一
単
友
る
「
貸
付
」
と
い
う
形
式
上
の
一
点
に
た
い
て
の
み
共
通
す
る
他
の
貸
付
形
態

l
信
用
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
信
用
形
態
に
は
、
た
と
え
ば
商
業
信
用
、
消
費
信
用
、
国
家
信
用
が
あ
り
、
歴
史
的
に
は
い
や
れ
も
資

本
と
い
ひ
か
貨
幣
の
貸
付
よ
り
は
る
か
以
前
か
ら
存
在
し
た
し
、
ま
た
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
が
発
生
す
る
に
い
た
っ
て
か
ら
も
、

同
時
に
相
並
ん
で
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
信
用
は
、
そ
の
本
質
に
た
い
て
利
子
う
み
資
本
の
信
用
と
異
な
り
、
相
互
に
公
い
て
も
異

っ
て
い
る
が
、
利
子
う
み
資
本
は
こ
の
形
式
上
の
一
点
か
ら
進
入
す
る
」

(
四
一
夏
、
傍
白
川
原
文
の
ま
ま
。
以
下
品
円
か
ら
の
引
用
に
は
頁
数
を

入
れ
な
い
)
。

こ
こ
で
「
吸
着
の
第
一
の
対
象
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
さ
き
に
掲
げ
た
概
要
に
よ
っ
て
見
る
と
、

「
上
か
ら
こ
の
範

障
に
侵
入
し
、
そ
こ
へ
自
一
号
の
運
動
形
態
を
擬
制
し
、
自
己
の
投
下
部
面
と
し
、
自
己
の
吸
着
地
盤

1
増
殖
地
盤
に
改
造
し
て
ゆ
く
」
と

い
わ
れ
る
「
こ
の
範
鴎
」
に
属
す
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
つ
ぎ
の
「
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、

同
じ
く
概
要
で
見
た
と
こ
ろ
と
照
し
合
わ
せ
る
と
、

「
遊
休
貨
幣
が
は
じ
め
か
ら
資
本
と

L
て
需
要
さ
れ
る
」
場
合
を
指
し
て
た
ら
れ
る

「
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
か
か
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
氏
が

h
資
本
と

つ
ま
り
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
は
か
か
る
「
資

も
の
と
解
さ
れ
る
。
ー
ー
だ
が
、

し
て
の
貨
幣
の
貸
付
な
る
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

め
い
い
か
え
て
見
る
と
、
氏
に
よ
れ
ば
、

本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
」
の
こ
と
で
る
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
と
に
感
嘆
符
ー
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
念
の
た

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
は
「
遊
休
貨
幣
が
は
じ
め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場

合
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ナ
で
に
こ
の
書
き
出
し
の
一
勾
を
見
た
だ
け
で
、
川
合
氏
が
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
曙
に
つ
い
て
持
た
れ
て
い
る
理
解
の
程
度
を
窺

刻
子
生
み
資
本
小
論

一五



、

利
子
生
み
資
本
小
論

、、い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
早
く
結
論
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は
差
し
控
え
て
、
い
ま
す
と
し
氏
の
仰
の
文
章
を
取
り
上
げ
て
見
て

ー旦ー・ノ、

ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、

い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
で
ま
た
す
で
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
奇
妙
な
こ
と
が
氏
の
文
章
の
な
か
に
出
て
き

て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

「
は
止
め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ

「
利
子
う
み
資
本
増
殖
の
本
来
的
な
形
態
」
で
あ
っ
た
は
や
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
ま
た
「
は
じ

め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場
合
が
、
イ
コ
ー
ル
、
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
と
す
る
と
、
「
利

子
う
み
資
本
増
殖
の
本
来
的
な
形
態
」
と
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
の
関
係
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ

れ
る
」
場
合
が
、
イ
コ
ー
ル
、

と
で
あ
る
。

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
は
「
利
子
う
み
資
本
増
殖
の
本
来
的
友
形
態
」
で
あ
る
1
・

「
利
子
乃
み
資
本
増
殖
の
本
来

的
な
形
態
」
で
な
い
場
合
は
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
で
な
い
!
多
少
と
も
論
理
的
に
も
の
を
考
え
る
こ
と
を
心
得
て
い
る
ほ
ど
の

人
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
唱
曹
は
「
本
来
的
」
と
い
っ
た
言
葉
を
使
う
こ
と
が
た
よ
そ
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
は
や
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
か
ま
た
「
利
子
う
み
資
本
の
信
用
」
と
か
い
っ
た
氏
の
使
っ
て
た
ら
れ
る
言
葉
は
、
一
言

葉
自
身
、
な
ん
と
も
不
明
瞭
な
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
他
の
文
章
左
取
b
上
げ
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

氏
は
い
わ
れ
る
、
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
管
帯
け
る
こ
と
ー
す
な
わ
ち
本
来
的
な
利
子
う
み
資
本
法
則
に
よ
る
貸
付
を
銀
行
信
用
と
い

う
」
と
。
こ
こ
で
氏
は
「
と
い
う
」
と
、
あ
だ
か
も
ほ
か
の
人
々
も
1

1

そ
し
て
と
〈
に
『
資
本
論
』
に
沿
い
て
も
1
1
1
そ
う
い
っ
て
い

る
ぞ
と
い
っ
た
、

い
か
に
も
客
観
的
な
表
現
を
使
わ
れ
て
い
る
が
、
す
く
な
く
と
も
人
あ
ヲ
で
こ
の
表
現
に
つ
ら
れ
て
『
資
本
論
』
の
中

か
ら
こ
う
い
づ
た
定
義
づ
け
を
探
し
出
そ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
徒
労
に
了
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、

銀
行
信
用
と
は
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
か
る
」
こ
と
で
あ
る
!

「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
こ
と
が
す
べ
て
銀
行
信
用
で

あ

る

!

「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
す
べ
て
の
人
は
銀
行
信
用
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
!

「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
‘

鴨



「
貨
幣
を
資
本
金
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
言
葉
が
氏
に
沿
い
℃
い
か
な
る
意
味
に
用
い
ら

れ
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
と
り
も
な
た
さ
や
銀
行
信
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
銀
行
信
用
の
理
解
と
し
て
ま
っ
た
く
感
嘆
に
値

の
で
友
い
な
ら
ば
銀
行
信
用
で
は
な
い
!

す
る
の
で
あ
忍
が
〔
註
ご
、
F

と
と
ろ
で
と
の
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
L

と
い
ろ
一
言
葉
は
氏
に
た
い
て
は
い
か
た
る
意
味
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ろ
か
。
氏
は
こ
れ
は
、
「
す
な
わ
ち
本
来
的
危
利
子
う
み
資
本
法
則
に
よ
る
貸
付
L

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
℃
か
ん
た
ん
に
文
字
面
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
の
「
利
子
ろ
み
資
本
増
殖
の
本
来
的
な
形
態
」
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
ゐ

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
は
「
は
じ
め
か
ら
資
本
と

L
て
需
要
さ
れ
る
」
場

合
で
あ
り
、
さ
き
の
「
資
本
と
し
℃
の
貨
幣
の
貸
付
レ
が
動
詞
化
さ
れ
た
も
の
と
い
う
と
と
に
な
る
(
註
ニ
)
。
さ
き
に
は
こ
れ
が
、
イ
コ

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
L

と
は
「
本
来

的
友
利
子
う
み
資
本
法
則
に
よ
る
貸
付
」
の
こ
と
だ
!
と
い
ヮ
た
奇
妙
殺
と
と
が
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
奇
妙

さ
段
、
た
だ
に
辻
棲
の
合
わ
ぬ
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
ら
守
、
と
の
奇
妙
さ
の
ゑ
か
に
氏
の
利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
の
理
解

の
根
本
的
危
欠
陥
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
奇
妙
さ
を
一
出
嵐
広
ら
や
重
ね
ら
れ
る
に
つ
い
て
一
体
氏
は
(
「
は
じ

め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場
合
で
な
い
場
合
に
た
い
し
て
い
か
な
る
把
握
の
仕
方
を
L
℃
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
う
か
と
い
う
凝

2

，司レ、、，F

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
、
主
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
と
で
も
ま
た
、

開
が
出
て
〈
る
。

つ
ぎ
に
こ
の
点
主
見
ょ
う
。

(
註
一
)

銀
行
信
用
に
つ
い
て
は
本
稿
守
取
扱
お
う
・
と
す
る
と
こ
ろ
正
直
接
に
は
凶
係
が
ι
ぱ
い
の
で
他
の
機
会
に
ゆ
地
べ
る
こ
と
と
す
る
。
ふ
り
た
み
に
、

イ
1
1
・
ァ
1
・
ト
ラ
ハ
デ
ン
ベ
ル
グ
口
、
「
銀
行
信
用
と
は
貸
付
資
本
の
淫
勤
を
実
現
き
ぜ
る
信
用
の
と
と
で
あ
る
ο

し
た
が
ワ
て
銀
行
信
用
と
は

位
体
資
本
家
が
直
接
に
か
、
ま
た
日
間
接
に
銀
行
を
遁
仁
て
か
、
ま
た
は
銀
行
自
身
か
が
、
機
能
資
本
家
郎
、
産
業
許
本
家
お
よ
び
商
業
資
本
家
に

興
え
る
信
用
。
こ
主
で
あ
る
」
(
『
現
代
の
信
用
及
び
信
用
組
絞
』
、
悠
一
一
版
二
九
一
一
一
一
一
年
)
、
川
崎
己
三
郎
訳
、
六
回
頁
)
と
い
ワ
て
い
る
。
こ

れ
は
川
合
氏
の
所
説
主
り
は
ま
だ
ま
し
で
あ
る
が
、
殴
妹
模
糊
で
あ
り
か
つ
廷
し
〈
な
い
3

と
こ
ろ
が
ハ
「
所
謂
銀
行
信
用
は
本
来
銀
行
に
よ
ヴ
て

利
子
生
み
資
本
小
論

七
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一
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V
V
る
」
骨
骨
な
る
ド
リ
一
に
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
白
身
と
し
て
は
商
業
信
用
及
び
察
本
信
用
に
対
し
て
佐
貯
の
仲
骨
小
骨
骨
ト
格
品

ず
る
も
の
で
は
な
い
。
銀
行
の
媒
介
す
る
信
用
は
或
る
時
は
商
業
信
用
で
あ
り
得
る
し
、
或
る
持
は
一
資
本
信
用
で
あ
H

得
る
'
」
(
友
阿
久
雄
、
『
貨
幣

・
養
不
・
信
用
』
、
一
一
ニ
ヘ
資
、
傍
尽

l
i一
一
一
宅
)
と
し
て
、
銀
行
信
用
が
独
自
の
融
制
様
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
見
拾
が
あ
る
。
銀
行
信
用

位
、
「
銀
行
に
上
つ
で
政
介
ぜ
ら
れ
る
信
月
」
な
の
で
は
な
〈
、
媒
A
Y
と
い
う
誇
を
用
い
る
行
ら
ぽ
、
貸
し
手
と
傍
り
手
と
の
媒
介
者
と
し
て
の
銀

行
業
者
に
よ
っ
て
輿
え
ら
れ
る
信
用
な
の
で
る
る
。
こ
の
去
、
銀
行
信
用
を
把
掻
す
る
主
に
基
礎
的
に
重
要
で
あ
る
。

(
註
一
一
)
こ
の
こ
と
は
川
合
氏
に
工
る
ワ
ぎ
の
よ
う
な
定
式
化
を
見
て
も
知
る
こ
主
が
で
き
工
う
。
「
利
子
ろ
み
資
本
の
信
用

(
H
銀
行
信
用
)
1
1
資

本
と
し
て

ο
貨
幣
の
貸
付

l
l」
(
五
凶
貰
)
。

氏
は
い
わ
れ
る
1

「
商
業
信
用
の
授
与
者
(
刊
日
売
手
)
に
対
し
て
、
役
。
も
つ
債
務
請
求
権
を
貨
幣
形
態
に
か
え
℃
や
る
こ
と
、
ず
な

。
対
れ
判
iJ

わ
ち
彼
の
既
存
の
資
本
が
債
務
請
求
権
の
形
で
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
銀
行
信
用
に
よ
る
商
業
得
用
代
位
は
貨
幣
乞
単
友
る
貨
幣

と
し
て
貸
付
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
貨
幣
の
貸
.
付
者
の
も
つ
貸
付
貨
幣
資
本
は
現
実
の
利
子
ろ
み
資
本
と
し
℃
増
殖
し

う
る
と
と
と
な
る
。

ζ

の
相
場
合
は
貨
幣
は
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
た
の
で
は
た
い
が
貸
付
貨
幣
資
本
は
利
子
を
え
て
増
殖
し
う
る
と
と
と

友
り
、
資
本
と
し
て
の
直
接
借
入
の
場
合
以
外
に
、
新
た
な
吸
着
地
盤
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
」
(
傍
白
川
原
文
の
ま
空
)
q

と
れ
に
よ
れ
ば

氏
は
、
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
こ
と
に
対
置
し
て
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
℃
貸
付
け
る
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
む
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
と
で
こ
の
後
者
を
検
討
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
、
前
の
つ
づ
き
と
し
て
、
こ
と
で
ま
た
し

て
も
大
へ
ん
奇
妙
な
こ
と
が
生
巴
て
い
る
の
に
気
が
つ
〈
で
あ
ら
う
。
と
い
う
の
は
、
川
合
氏
に
上
れ
ば
銀
行
信
用
と
い
う
の
は
「
貨
幣

を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
は
や
ノ
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
う
で
な
い
の
は
銀
行
信
用
で
な
い
は
歩
で
あ
っ
た
、
に

も
か
か
わ
ら
や
右
の
文
章
で
は
「
銀
行
信
用
に
よ
る
商
業
信
用
代
位
は
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
℃
貸
付
け
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
た
ら

つ
ま
り
、
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
か
か
る
も
の
ほ
銀
行
信
用
で
は
な
い
は
令
友
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
乙
の
「
銀
行
信

れ
る
か
ら
で
あ
る
。



用
」
と
い
う
言
葉
の
代
り
に
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
見
る
と
、

「
貨
幣
乞
資
本
と
し
て
貸
付
け

る
こ
と
に
よ
る
商
業
信
用
代
位
は
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
℃
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
縄
自
縛
と
は

治
そ
ら
〈
こ
う
い
う
こ
と
を
指
ず
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
「
貨
幣
を
単
た
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
一
言
葉
で
あ
る
が
、

氏
に
よ
れ
ば
、

「
と
れ
に
よ
っ
℃
ζ

の
貨
幣
の
貸
付
者
の
も
ラ
貸
付
貨
幣
資
本
は
現
実
の
利
子
う
み
資
本
と
し
て
増
殖
し
う
る
こ
と
と
た

る
」
、

「
利
子
を
え
て
増
殖
L
う
る
こ
と
と
も
仏
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
や
ら
問
題
の
核
心
に
近
づ
い
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
前
に
一
言
1
1
6
0
氏
が
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い

を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
氏
は
、

う
言
葉
と
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
言
葉
と
を
相
対
し
て
用
い
℃
た
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

「
銀
行
業
者
が
自
分
の
取
引
客
の
手
段
現
金
で
委
ね
る
も
の
は
資
本
で
あ
る
か
、
そ
れ

と
も
単
た
る
貨
幣
で
あ
る
か
?
」
(
盛
岡
六
へ
頁
)
、
「
A
に
た
い
す
る
銀
行
の
前
貸
は
、
H

と
の
範
闘
で
資
本
の
前
費
と
着
な
さ
れ
、
ま
た
ど

の
範
園
で
た
ん
な
る
支
払
手
段
の
前
貸
と
看
友
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
?
」

量
間
九
七
頁
)
と
い
う
問
題
を
念
頭
に
置
い
て
た
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
と
こ
で
取
引
客
が
資
本
を
入
手
す
る
と
い
っ
て
い
る
さ
い
を
川
合
氏
は
「
貨
幣
左
資
本
と

し
て
貸
付
け
る
」
の
だ
と
さ
れ
、
取
引
客
が
入
手
す
る
も
の
は
資
本
で
は
な
く
貨
幣
だ
あ
る
と
い
っ
℃
い
る
さ
い
を
氏
は
「
貨
幣
を
単
な

る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
の
だ
と
し
て
た
ち
れ
る
、
と
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
氏
が
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
Z
L

の
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
と
ζ

る
か
ら
明
か
友
主
う
に
、
商
業
手
形
の
割
引
の
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
れ

に
つ
い
て
は
こ
こ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、

わ
れ
る
の
は
、
純
粋
友
売
買
で
あ
る
」

(E四
六
九
貫
)
と
い
っ
て
い
る
。

「
前
貸
が
手
形
の
割
引
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
貸
の
形
態
ま
で
消
滅
す
る
。
行

つ
ま
り
川
合
氏
の
主
う
伝
と
と
を
い
っ
℃
い
る
の
で
は
な
い
。

し
か
し
と
の
こ
と
は
い
ま
利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
の
川
合
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
上
に
は
直
接
に
は

εう
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
う
て
、

利
子
生
み
資
本
小
論

九
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貸
付
け
る
」
と
い
う
見
解
だ
け
主
、
一
す
な
わ
ち
、

氏
が
商
業
手
形
の
割
引
を
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
こ
と
だ
と
い
っ
て
た
ら
れ
る
と
の
「
貨
幣
を
単
た
る
貨
幣
と
し
て

「
刺
子
ろ
み
資
本
の
貸
付
」
に
対
置
し
て
と
ろ
い
っ
て
た
ら
れ
る
見
解
だ
け
を
、
取
り

上
げ
て
見
れ
ば
よ
い
{
註
)
。

(
註
)
川
合
氏
以
こ
こ
で
は
か
か
る
場
合
は
「
貨
幣
口
安
本
正
し
て
需
要
さ
れ
た
の
守
は
な
い
」
み
し
さ
れ
、
主
さ
に
そ
の
こ
と
を

i
!誤
っ
た
形
で
1
1
1

強
調
し
て
独
自
の
椿
築
物
を
組
立
て
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
氏
が
別
の
論
文
で
は
か
か
る
場
合
も
「
餐
本
の
借
入
の
要
求
で
る
る
」

と
さ
れ
る
こ
止
を
妨
げ
て
い
む
い
よ
う
で
あ
る
。
「
外
開
峰
崎
替
の
供
給
(
日
「
売
」
)
は
対
外
協
同
業
信
用
を
奥
え
た
輸
出
業
者
が
統
濁
期
間
(
販
完

羽
飼
)
巾
の
消
極
加
運
転
資
本
の
負
担
を
さ
げ
る
た
め
に
、
こ
の
対
外
商
業
信
用
(
農
業
費
本
の
貸
付
)
の
代
位
・
肩
替
り
を
要
求
ず
る
こ
主
で
あ

り
、
資
本
の
借
入
の
要
求
で
あ
る
」
(
「
矯
替
相
場
に
つ
い
て
」
、
大
阪
商
大
『
経
済
学
雑
誌
』
第
二
十
六
巻
倍
以
一
一
一
号
所
哉
、
同
資
、
傍
点
I
!
l
一一一宅
)
0

か
か
る
不
一
貫
性
に
づ
い
て
も
こ
こ
で
は
問
恕
に
じ
な
い
。

そ
と
で
、

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
に
対
置
し
て
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
・
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
と
の
言
葉
を
よ
く

見
ら
れ
た
い
。

「
単
在
る
貨
幣
と
し
て
」
と
い
う
の
は
、
脅
し
手
が
貨
幣
を
手
離
す
さ
い
、
貨
幣
と
し
て
、

つ
ま
り
購
買
手
段
ま
た
は
支

弘
手
段
と
し
て
、
手
離
す
の
で
あ
ろ
う
か

J

貸
し
手
段
貸
し
手
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
手
側
か
ら
友
に
か
商
品
を
購
買
す
る
た
め
に
支

出
ず
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
う
で
は
友
い
は
や
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
た
だ
で
貸
付
け
る
こ
と
を
指
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
川
ム
口
氏

も
「
利
子
を
え
て
増
殖
し
ろ
る
」
と
い
り
て
ゐ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
う
で
な
い
は
や
で
あ
る
。
と
す
る
と
と
の
貨
幣
は
貸
し
手
か
ら
借
り

手
に
委
譲
さ
れ
る
さ
い
、
「
単
た
る
貨
幣
と
し
て
」
と
い
う
規
定
性
に
沿
い
℃
委
譲
さ
れ
る
の
で
左
い
ζ

と
は
た
し
か
で
あ
る
う
。
貸
L

手
は
こ
の
貨
幣
を
利
子
を
取
得
す
る
た
め
に
委
譲
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
の
で
あ
る
。
川
合
氏
は
さ
を
に
見
た
よ
う
に

「
遊
休
貨
幣
が
は
色
め
か
ら
資
本
と
し
℃
霞
要
さ
れ
る
」
場
合
が
「
貨
幣
を
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
」
場
合
だ
と
さ
れ
、
そ
れ
が
「
利
子

う
み
資
本
の
貸
付
」
で
る
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
が
借
り
手
に
よ
っ
て
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
、
借
り
手
の
手
中
で
資
本
と
し

φ 

/ 



て
使
用
さ
れ
、
現
実
に
利
潤
を
生
み
出
す
さ
い
に
の
み
、
貸
し
手
と
借
り
手
と
の
閣
で
貸
付
|
|
返
済
と
い
う
運
動
形
態
を
と
る
貨
幣
が

利
子
生
み
資
本
と
な
る
の
だ
、
そ
れ
が
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
だ
、
そ
れ
が
「
本
来
的
危
利
子
ろ
み
資
本
法
則
に
よ
る
貸
付
」
だ
、

と
い
ア
た
把
握
を
さ
れ
て
は
、
利
子
生
み
資
本
と
い
ち
範
曙
に
つ
い
て
実
の
と
と
ろ
た
に
も
理
解
し
て
た
ら
れ
友
い
と
い
う
と
と
に
友
る

の
で
る
る
。

資
本
制
生
産
の
基
礎
上
で
は
貨
幣
は
貨
幣
と
℃
て
有
す
る
使
用
価
値
の
ほ
か
に
利
潤
を
生
み
出
す
と
い
う
使
用
価
値
を
、
つ
ま
り
資
本

と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
使
用
価
値
を
受
け
と
る
。
か
〈
て
貨
幣
は
か
か
る
使
用
価
値
を
持
つ
商
品
と
し
て
取
引
さ
れ
る
と
と
と
た
る
。

取
引
さ
れ
る
も
の
は
貨
幣
で
あ
る
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
は
た
ん
に
貨
幣
と
し
て
支
出
さ
れ
る
の
で
は
た
く
、
か
か
る
使
用
価
値
を

も
っ
貨
幣
と
し
て
、
つ
ま
り
資
本
と

L
て
機
能
す
る
貨
幣
ど
L
て
取
引
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
貸
し
手
は
か
か
る
使
用
価
値
を
も
っ
商
品
を

販
売
す
る
代
価
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
か
か
る
貨
幣
を
一
定
期
間
返
済
を
条
件
と
L
て
手
離
す
代
償
と
し
て
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
ヒ

の
使
用
価
値
の
一
定
期
閣
の
譲
渡
に
た
い
し
て
、
利
子
の
支
払
を
受
け
る
f
貸
L
手
が
貨
幣
を
自
分
の
消
費
資
料
を
買
う
た
め
に
使
う
な

ら
ぽ
貨
幣
は
購
買
手
段
ま
た
は
支
払
手
段
と
し
て
支
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
・
支
出
し
な
い
で
持
っ
て
い
る
た
ら
ば
そ
の
貨
幣
は
蓄
蔵
貨
幣

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
と
に
な
る
。
自
ら
生
産
手
段
や
労
働
カ
を
購
買
し
、
も
ヴ
て
と
り
貨
幣
を
貨
幣
資
本
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
さ

い
は

E
う
で
あ
る
か
。
貨
幣
は
と
の
場
合
に
も
市
場
に
た
い
て
支
出
さ
れ
る
さ
い
は
、
購
買
手
段
ま
た
は
支
払
手
段
と

L
て
の
規
定
性
以

外
の
規
定
性
を
も
っ
と
と
は
な
い
。
と
と
る
が
、
と
の
よ
う
に
と
の
貨
幣
を
貨
幣
と
し
て
支
出
し
た
り
、
蓄
蔵
し
て
い
・
な
い
で
、
利
子
を

取
得
す
る
た
め
に
貸
付
け
る
と
き
、
と
の
貨
幣
は
利
子
生
み
資
本
に
転
化
す
る
。

ζ

の
貨
幣
は
利
潤
を
生
み
出
す
使
用
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
最
初
か
ら
資
本
と
し
て
譲
渡
さ
れ
る
。
そ
れ
は
貸
し
手
に
た
い
し
て

利
子
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
貸
し
手
に
と
ヮ
て
資
本
で
あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
利
潤
を
生
み
出
す
使
用
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
、

利
子
生
み
資
本
小
論
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こ
れ
を
使
用
す
る
他
人
に
と
っ
て
も
資
本
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
し
て
、
譲
渡
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
貨
幣
が
取
引
さ
れ
る
さ
い

の
規
定
性
で
あ
る
か
ら
、
借
り
手
が
そ
れ
を
資
本
と
し

τ需
要
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
資
本
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
し
ま
い
と
に
か
か
わ

ら
な
い
。
貨
幣
が

l
!と
い
っ
て
も
い
ま
ま
で
貨
幣
と
い
っ
て
き
た
の
は
あ
え
て
貨
幣
の
形
態
で
な
〈
℃
商
品
の
形
態
で
あ
っ
て
も
一
と

う
に
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
正
確
に
い
う
と
あ
る
価
値
額
が
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
!
|
利
潤
を
生
み
出
す
と
い
う
使
用
価
値
を
追

加
的
に
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
資
本
制
生
産
を
基
礎
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
使
用
価
値
を
も
っ
商
品
と
し
て
取
引
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
、
現
実
の
再
生
産
過
程
に
公
け
る
貨
幣
の
資
本
化
か
ら
遊
離
し
独
立
化
し
て
貨
幣
が
資
本
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
と
と
、

利
子
が
現
実
の
剰
余
価
値
か
ら
遊
離
し
独
立
化
し
て
こ
の
資
本
の
た
ん
な
る
果
実
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
と
と
、
こ
の
こ
と
を
頑
強
に

把
握
す
る
こ
と
が
一
つ
の
独
自
な
範
障
で
あ
る
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
酵
を
把
握
す
る
さ
い
の
か
た
め
を
友
す
の
で
あ
る
。

な
た
こ
と
で
一
一
言
断
ヮ
て
治
く
と
、
い
ま
ま
で
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
か
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
か
い
っ

「
別
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
い
う
言
葉
は
言
葉
自
身
妙
で
あ
っ
て
、
川
合
氏
は

利
子
生
み
資
本
を
貸
付
け
る
と
か
利
子
生
み
資
本
が
貸
付
け
ら
れ
る
と
か
と
い
っ
た
誤
ヮ
た
理
解
の
仕
方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
う
い
う

妙
な
言
葉
づ
か
い
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
利
子
生
み
資
本
、
貸
付
と
い
う
二
つ
の
語
を
用
い
て
な
に
か
言
わ
ん
と
す
る
な
ら

た
氏
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
慌
っ
て
き
た
が
、

ば
、
た
と
え
ば
、
利
子
生
み
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
と
で
も
い
わ
友
く
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
、

1

i
も
っ
と
も
、
こ
う
い
っ
て
し
ま
う

と
川
合
氏
の
い
わ
ん
と
さ
れ
る
と
と
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
こ
と
左
い
い
表
わ
ナ
こ
と
に
汝
ヮ
て
し
ま
う
が
。
同
様
に
し
て
、

「
本
来

幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
一
言
葉
に
し
て
も
、

か
ぎ
り
で
は
、

的
な
利
子
う
み
資
本
法
則
に
よ
る
貸
付
」
と
い
づ
た
言
葉
も
、
珍
妙
な
言
葉
1
1
1
珍
妙
た
理
解
と
い
わ
れ
・
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
ま
た
「
貨

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
な
る
も
の
と
対
置
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

一
見
し
た
だ
け
で
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
明
か
友
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ
の
他
一
散
に
川
合
氏
が
創
造
し
て
使
用
し



て
お
ら
れ
る
新
奇
な
言
葉
は

1
1
そ
れ
は
論
文
ご
と
に
大
量
生
産
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
無
数
に
た
よ
び
、
乙
の
点
で
は
つ
と
に
そ
の
道
に
た

け
て
い
る
い
や
れ
の
近
代
俗
流
経
潰
学
者
も
氏
に
比
肩
し
え
な
い
ほ
ど
で
あ
ヲ
て
、
本
稿
で
の
引
用
文
中
に
出
て
〈
る
も
の
は
そ
の
ご
〈

一
端
に
す
ぎ
な
い

1
1
1
い
や
れ
も
氏
の
誤
っ
た
理
解
を
友
映
し
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
氏
に
よ
れ
ば
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
い
う
の
は
「
は
じ
め
か
ら
資
本
正
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場

「
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
た
の
で
は
友
い
」
か
ら
「
利
子
う
み
資
本

合
を
い
う
、
そ
し
て
、
銀
行
信
用
に
よ
る
商
業
信
用
代
位
の
さ
い
は

の
貸
付
」
で
は
な
い
、
し
か
し
「
現
実
の
利
子
う
み
資
本
と
し
て
増
殖
し
ろ
る
と
と
と
な
る
」
。
氏
は
ど
う
し
て
も
友
ん
と
か
し
て
と
の
間

の
ギ
キ
ッ
プ
を
埋
め
て
説
明
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
と
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
案
さ
れ
る
。
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
で
は
友
い
が
、

と
と
に
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
を
「
擬
制
」
ず
る
の
だ
、
と
。
日
〈
、
「
上
か
ら
と
の
範
臨
時
に
侵
入
し
、
そ
と
へ
自
己
の
運
動
形
態

を
擬
制
し
」
{
前
芭
、
ま
た
日
く
「
利
子
う
み
資
本
法
則
は
「
単
友
る
貸
付
」
の
と
と
ろ
に
定
期
的
所
得
・
「
利
子
」
左
擬
制
し
」
(
四
七

「
利
子
う
み
資
本
が
自
己
の
増
殖
部
商
と
し
て
己
れ
の
姿
に
似
せ
て
、
利
子
う
み
資
本
形
式
を
擬
制
す
る
」
(
向
上
貰
)

頁
)
、
ま
た
日
〈
、

氏
に
よ
れ
ば
と
れ
は
「
擬
制
資
本
」

川
合
氏
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
小
野
一
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
「
擬
制
的
貸
付
」
、
「
擬
制
的
利
子
範
噂
」
(
「
最

近
に
お
け
る
貸
幣
信
用
論
」
、
大
阪
商
大
『
祉
会
科
学
文
献
解
設
』
第
へ
号
所
識
)
と
い
ヲ
た
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
は
右
の
資
本
は

「
擬
制
的
利
子
生
み
資
本
」
と
で
も
い
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
!

川
合
氏
は
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
噂
を
把
握
す
る
上
で
の
基
本
的
危
点
の
把
握
に
失
敗
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
や
、
こ
の
把
握
失
敗

を
失
敗
と
し
て
省
察
さ
れ
る
と
と
友
〈
、
か
え
ヮ
て
氏
の
ご
と
き
把
握
の
仕
方
こ
そ
正
し
い
把
握
友
の
だ
と
誤
信
せ
ら
れ
、
も
っ
て
「
独

と
。
氏
の
論
文
に
た
け
る
「
擬
制
」
と
い
う
言
葉
の
濫
発
は
と
う
い
ヮ
た
事
情
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

と
と
で
運
動
し
て
い
る
資
本
は
い
か
怠
る
資
本
範
曜
に
属
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
う
か
?

(
四
七
寅
)
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
!

と
こ
ろ
で
そ
ろ
す
る
と
、

一
体
、

利
子
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み
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論
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創
的
」
な
構
築
物
の
構
築
に
努
力
さ
れ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
乙
に
は
事
理
の
当
然
と
し
て
辻
挫
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
出
て

く
る
。
そ
し
て
氏
は
こ
れ
を
糊
塗
す
る
た
め
に
ま
す
ま
す
深
み
に
陥
る
、
ー
!
氏
に
と
っ
て
は
ま
ず
ま
ず
「
独
創
的
」
な
構
築
物
が
で
き

上
ヲ
て
ゆ
ぐ
o
し
か
し
な
治
か
っ
、
た
ん
に
一
言
葉
自
体
の
論
理
と
し
て
も
述
棲
の
合
わ
な
い
奇
妙
友
と
と
ろ
が
「
利
子
う
み
資
本
の
貸

付
」
と
は
「
利
子
う
み
資
本
増
殖
の
本
来
的
危
形
態
」
で
あ
る
と
い
づ
た

1
1
m
て
き
て
い
る
こ
と
は
ず
で
に
述
ぺ
た
ご
と
〈
で
あ
8
0

ぞ
の
さ
い
、
か
か
る
奇
妙
さ
は
た
だ
に
辻
棲
が
合
わ
ぬ
ば
か
り
で
な
〈
ζ

の
ゑ
か
に
氏
の
利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
の
理
解
の
棋
本
的
危

欠
艇
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
と
記
し
た
。
す
ぐ
右
の
と
と
ろ
で
も
、
「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
で
は
た
く
「
捷
制
的
利
子
生
み
資
本
」
.
の

「
擬
制
的
貸
付
」
で
あ
る
が
「
現
実
の
利
子
う
み
資
本
と
し
て
増
殖
し
う
る
と
と
と
な
る
」
(
傍
古
川

l
i一
一
芸
)
と
い
っ
た
尻
尾
が
出
て
い

一
こ
う
に
そ
う
い
う
こ
と
に
は
頓
着
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
も
と
も
と
無
理
で
あ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
奇
妙
さ
や

る
の
で
あ
る
が
、

尻
尾
が
出
て
い
る
の
に
、
常
人
で
あ
れ
ば
そ
こ
で
省
察
す
る
は
や
J

で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
に
気
づ
か
れ
も
せ
や
に
観
念
的
遊
戯
に
耽
っ

て
訟
ら
れ
る
の
は
、
氏
が
す
ぐ
れ
て
論
理
的
不
感
症
に
な
っ
て
治
ら
れ
る
た
め
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
川
合
氏
の
論
文
「
信
用
理
論
の
根
本
問
題
」
の
主
節
を
な
し
て
い
る
惜
の
、
そ
の
ま
た
基
礎
的
部
分
で
あ
る
最
初
二
頁
ほ

E
の
と

こ
ろ
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
ご
く
一
端
を
も
ヮ
て
見
て
も
氏
の
論
文
が
、
そ
し
て
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
噂
に
つ
い
て
の
氏

い
か
に
混
乱
で
充
満
し
て
い
る
か
を
窺
い
知
る
と
と
が
で
き
る
。
本
節
の
最
初
に
、
氏
の
構
築
物
が
観
念
的
で
あ
る
点
遊
部

の
理
解
が
、

氏
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
記
し
た
が
、
右
の
点
も
ま
た
遊
部
氏
と
そ
の
学
恩
を
と
も
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
か
〈
て
は
川
合
氏
も
ま
た
こ
の
ま
ま
で
は
、

「
精
励
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ

E
誤
謬
、
誤
解
が
累
積
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
利
子
生
み
資
本
に
つ
い
て
川
合
氏
の
よ
う
な
誤
り
を
一
部
し
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り
川
合
氏
の
み
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
乙
れ



と
酷
似
し
て
い
る
一
例
と
し
て
、
藤
塚
知
義
氏
の
見
解
を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
ま
た
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
や
や
こ
と
な
ヮ
た

形
で
展
開
L
℃
た
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
宇
野
弘
蔵
教
授
の
所
説
が
あ
る
。
等
々
。
だ
が
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
前
に
、
な
た
川
合
氏
の
右

論
文
の
左
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
沿
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

川
合
氏
は
本
稿
で
見
℃
い
る
論
文
の
な
か
で
『
資
本
論
』
の
い
〈
つ
か
の
箇
所
を
挙
示
し
て
た
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、

こ
う
解

さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
か
た
ち
で
挙
一
罰
さ
れ
て
い
る
。
と
乙
る
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
き
わ
め
て
か
ん
た
ん
な
こ
と
に
い
た
る
ま

で
‘
氏
の
理
解
は
一
小
か
ひ
レ
和
し
か
も
W
が
が
か
レ
ヤ
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
上
述
ぺ
て
来
た
問
題
巳
直
接
に
時
連
し

て
い
る
も
の
だ
け
を
て
こ
取
り
上
げ
て
、
見
て
ゐ
ζ

う。

一
つ
の
例
主
挙
げ
る
と
、

「
商
業
信
用
は
信
用
制
度
の
基
礎
で
あ
る
」
と
い
う
ζ

と
に
つ
い
て
。
氏
は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て

「
同
巴
貸
付
形
式
を
も
つ
も
の
の
う
ち
銀
行
信
用
と
商
業
信
用
は
、
資
本
制
的
信
用
の
二
大
形
態
と
い
わ
れ
る
が
、
両
者
の

治
ら
れ
る
、

関
係
は
並
列
的
な
も
の
で
は
な
く
、
信
用
制
度
に
公
け
る
序
列
と
し
て
は
、
商
業
信
用
ば
銀
行
信
用
の
増
殖
部
面
と
し
て
後
者
に
よ
っ
て

カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
商
業
信
用
が
銀
行
信
用
の
吸
渚
地
盤
た
る
か
ぎ
り
同
沿
い
て
、
「
商
業

信
用
は
信
用
制
度
の
基
礎
」
〔
こ
こ
に
ド
イ
ツ
語
が
入
っ
て
い
る
]
と
な
る
」
函
一
官
民
、
傍
長
お
上
ぴ
[
]
内

1
1一
一
一
宅
)
、
ま
た
、
「
こ
の
よ

う
に
貸
付
貨
幣
資
本
が
そ
の
増
殖
部
聞
を
求
め
て
「
貸
付
」
と
い
う
形
式
を
共
通
に
す
る
商
業
信
用
を
ま
づ
把
え
て
J

そ
れ
を
閏
己
の
よ

っ
て
立
つ
吸
着
地
盤
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
ゐ
い
℃
、
商
業
信
用
は
「
信
用
制
度
の
基
礎
」
を
た
ず

ο
で
あ
る
」
(
四
四
頁
)
と
。

氏
の
指
示
し
て
ゐ
ら
れ
る
『
資
本
論
』
の
筒
所
主
見
る
と
、
そ
こ
に
は
こ
ろ
書
い
て
あ
る
、

「
わ
れ
わ
れ
は
ま
や
商
業
信
用
を
分
析
し

利
子
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四
六

ょ
う
、
:
:
:
。
商
業
信
用
は
信
用
制
度
の
基
礎
を
訟
ず
。
:
:
:
わ
れ
わ
れ
は
さ
し
あ
た
り
銀
行
信
用
を
ま
っ
た
〈
度
外
視
す
る
が
、
と
れ

は
ま
っ
た
く
別
個
の
、
本
質
的
に
異
怠
る
契
機
を
な
す
」
(
目
五
一
ご
己
一
良
)
。

川
合
氏
が
銀
行
信
用
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
い
か
に
奇
妙
た
も
の
で
あ
る
か
は
さ
を
に
見
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、

い
ま
と
の
点
は
措

「
商
業
信
用
は
信
用
制
度
!
の
基
礎
で
あ
る
」
と
は
、
銀
行
信
用
が
商
業
信

用
を
捉
え
て
吸
着
地
盤
と

L
て
い
る
と
い
う
点
に
た
い
℃
で
あ
る
、
そ
う
い
う
か
ぎ
り
に
沿
い
亡
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

『
資
本
論
』
の
方
で
は
、
か
ん
た
ん
に
そ
の
文
章
の
続
き
工
合
だ
け
か
ら
見
て
さ
え
、
と
こ
で
は
、
す
な
わ
ち
第
一
ニ
巻
の
五
二
三
頁
か
ら

い
て
問
わ
ぬ
と
し
て
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
川
合
氏
に
よ
れ
ば
、

五
二
八
頁
の
闘
で
は
、
銀
行
信
用
を
ひ
と
ま
今
度
外
視
し
て
商
業
信
用
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
ヴ
て
、
そ
の
冒
頭
で
、

ζ
の
商

業
信
用
と
い
う
の
は
信
用
制
度
の
蓑
礎
を
か
た
ち
づ
〈
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
℃
い
る
の
で
あ
る
。
間
合
氏
の
い
わ
れ
る
の
と
は

ま
さ
に
を
ま
た
川
合
氏
の
い
わ
れ
る
ご
と
〈
で
る
る
な
ら
ば
、
氏
が
商
業
信
用
に
り
ぐ
「
吸
着
地
盤
」
と
さ
れ
℃
い
る
と
こ
ろ
の

l
i

「
利
子
う
み
資
木
範
曙
は
ま
づ
商
業
信
用
を
包
摂
し
、
つ
い
で
定
期
的
所
得
化
し
た
利
潤
に
吸
着
す
る
に
い
た
る
」
(
図
書
兵
)
1
1
1
「株

式
会
社
」
は
、
商
業
信
用
に
つ
い
で
の
信
用
制
度
の
第
二
の
「
基
礎
L

と
で
も
い
わ
れ
ね
ば
た
ら
友
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
の
い
っ
て

い
る
こ
と
の
理
解
と
し
て
氏
の
理
解
が
顕
倒
し
℃
い
る
こ
と
は
、
同
様
訟
と
と
を
述
べ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
砲
の
文
章
を
見
れ
ば
な
た
〔

層
に
一
目
瞭
然
で
あ
る
札
た
と
え
ば
、
「
商
品
生
産
者
や
商
品
取
扱
業
者
た
ち
の
闘
で
の
債
権
者
債
務
者
の
関
係
は
、
単
純
友
商
品
流
通
か

ら
生
じ
る
。
商
業
が
発
達
し
、
流
通
を
あ
て
に
し
て
の
み
生
産
す
る
資
本
制
生
産
様
式
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
信
用
制
度
の
か
か
る
自

動
発
生
的
な
基
掛
が
拡
大
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
、
仕
上
げ
ら
れ
る
。
:
:
:
生
産
者
や
商
人
た
ち
の
か
か
る
相
互
的
た
前
貸
が
信
用
か
本
来

m
t
r掛
を
な
す
の
と
同
様
に
、
そ
の
流
通
用
具
た
る
手
形
は
、
か
勲
一
v
骨
用
貨
幣
た
る
鈴
仔
掛
争
わ
か
骨
骨
を
も
仏
す
」
{
百
四
一
旦
穴
一
具
、
傍

い
う
ま
で
も
な
〈
、
麗
史
的
か
つ
論
理
的
に
と
こ
に
信
用
制
度
の
基
礎
を
見
出
す
と
と
は
、
信
用
制
度
を
考
察
す
る
さ
い

丹市

i
t
-
-
一一一令】)。



き
わ
め
て
重
要
注
ζ

と
な
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
、

「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。
氏
は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
用
い
て
た
ら
れ
る
、
す

な
わ
ち
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
銀
行
信
用
に
よ
る
商
業
信
用
抗
体
は
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
の
で
あ
る
が
こ
れ
に
ま

づ
て
貸
付
貨
幣
資
本
は
新
た
た
吸
着
地
盤
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
た
の
ち
、
と
れ
に
つ
づ
け
て
い
わ
れ
る
、

「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
〔
こ
こ
に
四
回
同

sgnz。。
E
R
E
R
と
ド
イ
ツ
語
が
入
う
て
い
る
、
形
容
詞
の
語
尾
変
化
を
ま
ち
が
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は

に
よ
る
本
来
的
友
代
伎
で
あ
る
が
、
商
業
信
用
を
地
盤
と
す
る
貸
付
貨
幣
資
本
の
増
殖
機
会
は
、
こ
の
厳
密
な

「
と
の
場
合
は

い
か
に
も
川
合
氏
ら
し
い
]

意
味
の
貨
幣
信
用
[
こ
こ
で
は
「
本
来
の
」
と
さ
れ
ず
に
こ
う
い
う
誌
を
用
い
て
お
ら
れ
る
。
芝
山
り
ら
で
も
主
い
(
!
)
と
い
う
の
は
あ
ま
習
に
「
巌
密
」

(
四
一
一
!
一
一
一
頁
、
傍
上
白
川
お
主
ぴ

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
]
の
出
動
を
背
景
と
し
そ
れ
を
予
想
し
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
擬
制
的
に
構
築
さ
れ
る
」

〔
]
品
川

i
l三
宅
)
。
と
の
「
さ
ら
に
も
う
一
つ
撰
制
的
に
構
築
さ
れ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
銀
行
信
用
に
よ
る

商
業
信
用
代
位
」
自
体
が
氏
に
よ
れ
ば
「
擬
制
的
」
な
構
築
た
の
で
る
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
「
さ
ら
に
も
う
一
つ
」
の
「
探
制
的
」

た
構
築
も
紹
介
し
て
ゐ
か
な
い
と
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
ど
う
い
う
こ
と
を
い
り
て
た
ら
れ
る
の
が
想
像
が
つ
か
・
泣
い
と
思
わ
れ
る
の
で
や
む

「
す
な
わ
ち
そ
の
本
質
上
、
商
業
信
用
の
単
な
る
支
払
保
証

(
H
H
支
弘
手
段
た
る
貨
幣
の
貸
付
約
束
)
に
す
ぎ
な

い
も
の
が
、
貸
付
約
束
だ
け
で
は
利
子
が
と
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
利
子
う
み
資
本
の
運
動
形
式
を
擬
制
し
て
、
銀
行
の
受
け
る
↓
債
務
」

(
H
H
銀
行
の
受
け
る
「
信
用
」
〉
か
「
骨
品
川
」
と
し
て
表
現
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
貸
付
貨
幣
資
本
の
増
殖
地
盤
が
っ
く
り
だ
さ
れ
る
場
合

が
こ
れ
で
あ
る
」
(
四
一
言
、
傍
平
|
一
一
一
宅
)
と
。
と
の
「
構
築
」
も
川
合
氏
の
妄
想
の
産
物
で
あ
る
か
ら
こ
れ
だ
け
で
は
な
長
十
分
に
は

意
味
が
汲
み
取
れ
な
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
か
か
る
も
の
に
た
い
し
て
、
「
本
来
の
貨
幣
信
用
に
よ
る
代
伎
は
銀
行
に
よ
る
現

金
の
貸
付
が
行
わ
れ
た
と
き
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
」
(
四
五
一
具
、
傍
点
|
|
一
一
一
宅
)
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
現
金
の
貸
付
」
と
い
う
の

な
く
引
い
て
た
く
と
、

利
子
生
み
資
本
小
論

四
七



利
子
生
み
等
、
中
冷
小
論

四
八

は
つ
ぎ
の
よ
う
唱
な
こ
と
で
あ
る
、

「
銀
行
券
の
会
換
あ
る
い
は
頭
金
の
引
出
に
よ
っ
℃
は
巴
め
て
現
実
に
貨
幣
の
貸
付
が
行
わ
れ
る
と
と

友
治
氏
は
「
貨
幣
貸
付
」
と
い
う
語
を
か
か
る
寸
本
来
の
貨
幣
信
用
」
と
い
う
語
と
同
意
語
に
用
い
て
h

ね
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
す
た
め
ち
、

1

1
「
貨
幣
貸
付
門
現
金
代
位
ど
(
四
三
一
良
、
傍
白
川
1
1
三
宅
)
、
「
貨
幣
貸
付
〈

1
銀
行
券
会
換
あ
る
い
は
預

に
な
る
」
(
四
四
頁
)
。

金
引
出

γ」
九
四
四
賀
V

と
。
以
，
上
の
氏
の
構
築
は
氏
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
、
「

ω資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
↓
例
貨

幣
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
(
厳
密
た
意
味
の
貨
幣
信
用
)
↓
刷
「
債
務
」
の
「
貸
付
」
と
怠
る
」
(
四
四
頁
)
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
事
氏
に
よ
れ
ば
「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
と
い
う
の
は
、
さ
き
に
見
た
と
ζ

ろ
の
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付

け
る
」

ζ

と
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
そ
れ
が
「
現
金
」
の
形
で
行
わ
れ
る
場
合
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
と
の
「
現
金
」
の
形
で
行
わ
れ

る
相
場
合
と
は
、
と
の
「
現
金
の
貸
付
」
を
説
明
し
て
、

「
銀
行
券
の
先
換
あ
る
い
は
預
金
の
引
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
現
実
に
貨
幣
の
貸

付
が
行
わ
れ
る
と
と
に
た
る
」
と
い
づ
て
治
ら
れ
る
と
と
か
ら
見
て
、
銀
行
券
の
発
行
と
か
預
金
の
設
定
と
か
に
よ
ら
友
い
と
こ
ろ
の
、

実
際
に
金
が
出
℃
行
〈
場
合
ま
た
は
市
中
銀
行
に
と
っ

τは
と
れ
と
同
様
訟
と
と
を
意
味
す
る
中
央
銀
行
券
が
出
て
行
〈
場
合
を
指
す
の

で
あ
る
う
。
ま
歩
奇
妙
で
あ
る
の
は
、
氏
の
い
わ
れ
る
「
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
貸
付
」
つ
ま
り
「
は
巳
め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ

る
」
場
合
で
る
っ
て
も
、
実
際
に
金
が
貸
付
け
ら
れ
る
こ
と
や
ま
た
は
同
様
に
中
央
銀
行
券
を
も
ヮ
て
貸
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う

る
の
で
あ
っ
て
、
と
う
い
う
形
で
貸
付
が
行
わ
れ
る
の
は
ひ
と
り
氏
の
い
う
「
貨
幣
を
単
た
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
場
合
に
け
っ
し

て
か
ぎ
ら
れ
る
も
の
で
は
友
い
の
に
、
ゑ
ぜ
氏
は
と
う
い
う
形
で
の
貸
付
を
か
か
る
場
合
に
つ
い
て
の
み
ζ

と
ご
と
し
く
い
わ
れ
て
た
ら

れ
る
の
す
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
同
様
に
奇
妙
で
あ
る
の
は
、
銀
行
券
の
発
行
と
か
預
金
の
設
定
つ
ま
り
帳
簿
信
用
の

設
定
と
か
に
よ
る
貸
付
l
l
l氏
の
い
う
「
債
務
」
の
「
貸
付
L

ー
ー
も
、
「
は
と
め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場
合
に
も
い
く
ら
戸

で
も
行
わ
、
れ
う
る
の
で
る
っ
て
、
要
約
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
左
∞
に
た
い
し
て
紛
の
関
係
に
立
つ
は
守
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



こ
れ
だ
け
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
川
合
氏
が
「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
に
つ
い
℃
1
1
1
ひ
い
て
は
ま
た
氏
の
い
う
「
「
債
務
」
の
「
貸
付
」
」

な
る
も
の
に
つ
い
て
l

l構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ヮ
た
く
理
向
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
川
合
氏
の
よ
う
な
見
解
に
沿
い
て
で
は
な
〈
そ
れ
と
は
別
で
あ
ヲ
て
も
、

『
資
本
論
』
で
用
い
て
い
る
「
本
来
の
貨
幣
信
用
」

と
い
う
語
は
、
資
本
の
貸
付
に
た
い
し
て
た
ん
な
る
貨
幣
の
貸
付
を
指
す
の
で
は
友
か
ろ
う
か
、
ま
た
は
自
己
の
銀
行
の
銀
行
券
と
か
帳

地
帯
信
用
と
か
を
も
っ
て
す
る
貸
付
で
な
い
貸
付
の
こ
と
で
は
喝
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
℃
治
ら
れ
る
向
、
も
一
般
に
す
く
な
〈
な
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
『
資
本
論
』
で
は
い
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
こ
の
さ
い
明
か
に
し
て
訟
と
う
。

川
合
氏
の
指
示
し
て
治
ら
れ
る
『
資
本
論
』
の
箇
所
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
ζ

う
書
い
て

b
る、

用
に
、
本
来
の
貨
幣
信
用
(
註
ご
が
つ
け
加
わ
る
。
産
業
家
や
商
人
た
ち
相
互
間
の
前
貸
は
、
か
れ
ら
に
た
い
す
る
銀
行
業
者
や
貨
幣
貸

「
と
こ
る
が
い
ま
や
、
こ
の
商
業
信

付
業
者
た
ち
の
側
か
ら
の
貨
幣
の
前
貸
と
混
和
す
る
」
(
目
五
一
一
へ
頁
)
。

こ
の
文
章
を
仔
細
に
見
た
だ
け
で
す
で
に
十
分
に
明
か
な
の
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
さ
ら
に
見
て
た
こ
う
。
乙
の
文
章
が
置
か
れ
て
い

る
位
置
を
見
る
と
、
五
二
一
二
一
良
に
横
棒
が
引
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
、
さ
き
に
引
用
し
た
と
こ
ろ
の
「
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
十

商
業
信
用
を
分
析
し
よ
う
」
(
註
三
と
い
う
伺
に
は
じ
ま
ヮ
て
こ
れ
以
下
五
二
九
頁
の
横
棒
に
い
た
る
問
、
商
業
信
用
に
つ
い
て
の
分
析

が
行
わ
れ
て
い
w
る
の
で
あ
り
、
こ
の
終
り
の
と
こ
ろ
で
、

「
と
こ
ろ
が
い
ま
や
、
こ
の
商
業
信
用
に
、
」
一
五
々
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
度
外

視
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
銀
行
信
用
が
こ
れ
と
結
び
付
く
こ
と
を
つ
け
加
え
て
見
℃
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
分
析
の
と
こ
ろ
で
、
商

業
信
用
に
た
い
て
は
「
貸
付
資
本
と
産
業
資
本
と
は
こ
の
場
合
に
は
同
一
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貸
付
け
ら
れ
る
資
本
控
除
砂
除
4

別
で

あ
る
」
(
四
五
二
五
一
良
、
傍
点
l
l
一
千
宅
)
と
説
明
し
て
い
る
の
で

b
プ
て
、
こ
れ
に
「
と
こ
ろ
が
い
ま
や
、
こ
の
商
業
信
用
に
、
本
来
の
貨

幣
信
用
が
つ
け
加
わ
る
」
と
い
う
順
序
で
叙
述
さ
れ
℃
い
る
の
で
あ
る
。
と
の
位
置
を
見
る
と
と
だ
け
を
も
ヲ
て
し
て
も
、

「
本
来
の
貨

利
子
生
み
称
、
木
小
論

四
九



別
子
生
み
資
本
小
説

幣
信
用
」
と
い
う
の
は
、
か
か
る
商
品
資
本
が
貸
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
商
・
業
信
用
に
対
置
し
て
と
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ζ

と
は
明
か

で
あ
ヲ
て
、
本
来
の
貨
幣
の
形
蕗
で
の
信
用
が
行
わ
れ
る
と
い
ヮ
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
は
、
見
紛
う
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
{
註
一
三
。

「
貨
幣
貸
付
」
と
い
う
語
を
、
か

ヨ王。

ゑ
長
、
ま
た
川
合
氏
は
「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
と
い
ろ
語
を
誤
づ
て
解
し
て
》
ら
れ
る
と
同
時
に
、

か
か
誤
っ
た
意
味
に
解
さ
れ
て
い
か
「
本
来
の
貨
幣
信
用
」
と
同
意
語
に
用
い
て
長
ら
れ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
附
一
一
一
目
し
て
治
く
と
、
そ

れ
か
ら
商
業
信
用
の
分
析
の
持
入
と
な
っ
て
い
る
前
記
句
五
二
三
買
の
横
棒
の
す
ぐ
前
の
と
と
ろ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
、

「
と
こ
で
わ
れ
b
れ
が
取
較
b
ね
ば
な
ら
む
の
は
、
こ
の
貸
付
貨
幣
資
本
の
蓄
桂
で

φ
る
。
家
屋
、
機
械
、
そ
の
位
の
固
定
資
本
の
貸
付

は
こ
こ
で
は
問
題
で
な
い
。
ま
た
、
産
業
家
や
商
人
た
ち
が
商
品
を
も
ヮ
て
、
再
生
産
過
程
の
循
環
内
で
、
相
互
に
た
L
あ
う
前
貸
も
、

問
題
で
は
た
い
、

1
1ー
と
い
っ
℃
も
、
と
の
点
も
ま
た
あ
ら
か
じ
め
も
ヮ
と
詳
し
く
街
安
し
念
け
れ
ば
紅
色
ね
の
で
は
ー
あ
る
が
。
こ
と
で

も
ヮ
ば
ら
問
題
と
す
る
の
は
、
媒
介
者
と
し
て
の
銀
行
業
者
に
よ
っ
て
産
業
家
や
商
人
た
ち
に
た
い
し
て
な
さ
れ
る
貨
幣
貸
付
で
あ
る
L

(目玉}一一一
1
1
1

一三良、傍私自一ー

i
一一γ
宅
)
。
と
れ
以
上
つ
け
加
え
て
述
べ
る
必
要
は
も
、
は
ゃ
な
い
で
あ
ろ
う

4

(
註
ご
長
谷
部
氏
は
こ
こ
に
ゲ
ル
ト
グ
レ
ヂ
イ
y
ト
と
ル
ピ
を
附
し
、
ぬ
の

J

〔
保
証
貸
付
]
と
い
う
訳
者
設
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
‘
割
問

は
と
く
に
ル
ピ
を
附
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
独
特
た
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
守
は
な
い
。
ま
た
保
証
貸
付
と
い
う
誌
の
方
付
慎
重
な
長
谷
町
即
氏

に
し
て
な
ぜ

ζ

う
い
ろ
設
を
附
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
が
、
ま
っ
た
〈
推
測
が
つ
か
な
い
。
な
お
宏
一
一
一
三
瓦
の
と
こ
ろ
で
も
貨
幣
信
用
と
い
う
語

に
、
乙
こ
で
は
ル
ピ
段
附
さ
れ
一
て
い
な
い
が
干
は
り
[
保
証
貸
付
]
正
い
う
註
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
徐
》
れ
て
し
か
る
べ
告
で
あ
る
。
ノ

(
註
ニ
)
い
い
添
え
て
お
く
と
j
こ
れ
は

r
o
g
g
R
N守
口

2
関
与
円
山
口
で
あ
っ
て
、
普
諮
品
、
は
り
商
業
信
用
と
訳
し
、
解
さ
れ
て
い
る
出
血
ロ
号
Z
-

M

円
同
色
目
け
で
は
な
い
。
前
者
は
-
た
と
え
ば
銀
行
信
却
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
た
主
え
ば
清
費
信
用
に
対
応
す
る
も
の
で
る
っ
て
、
両

語
は
こ
の
上
う
な
区
別
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
一
る
。
た
と
え
ば
、
「
貸
付
(
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は
本
来
の
忠
由
ロ
品
目
回
目

W
R与
詳
の
み
を

取
扱
ろ
べ
き
で
あ
る
)
状
、
手
形
の
割
引
に
よ
っ
て
、
ま
た
続
々
の
形
態
で
の
前
貸
に
土
っ
て
行
わ
れ
る

L
(
E四
回

O
支
)
と
書
い
て
い
る
が
、

こ
の
出
血

p
a
a
m
r
g
a立
を

r
o
g
g
R
N
H自
己
負
関
門
包
民
主
同
ピ
に
解
し
て
は
文
章
の
意
味
が
ま
っ
た
く
惑
じ
止
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。



訳
語
と
し
て
は
出
量
門
吉
田
町

g
aロ
の
方
を
か
り
に
「
商
業
的
信
用
」
と
で
も
し
て
「
商
業
信
用
」
正
区
別
し
て
お
い
た
ら
工
い
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
高
島
氏
以
こ
ち
ら
の
方
を
「
商
業
信
用
」
と
訳
し
、
甲

S
E
E
R
N
H
O口
氏
関
門
め
《
同
四
件
の
方
を
「
商
業
上
の
信
用
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
し

か
し
、
出
自
己
冊
目
白

rz丸
山
け
の
方
が
意
味
が
ぽ
い
も
の
で
あ
る
か
ら
む
し
ろ
こ
れ
は
逆
に
し
た
え
が
上
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ま
た
生
産
者
宇
商

人
た
ち
が
相
互
間
で
興
え
合
う
信
用
を
商
業
信
用
主
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
に
遁
用
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
。

(
註
一
ニ
)
な
お
参
考
の
た
め
つ
ぎ
の
上
ろ
な
叙
越
を
見
ら
れ
た
い
。
「
利
子
歩
合
の
変
動
は
、
貸
品
川
資
本
す
な
わ
ち
健
幣
(
硬
貨
お
工
び
銀
行
券
)
の
形

態
で
貸
付
け
ら
れ
る
餐
本
1
1
1
こ
れ
は
、
産
業
資
本
と
し
て
、
商
品
形
態
で
、
商
業
信
用
に
媒
介
さ
れ
て
、
再
生
産
の
代
理
者
た
ふ
り
自
身
の
間
一
で
貸

付
け
ら
れ
る
産
業
資
本
と
は
こ
と
た
る

1
1
1
の
供
給
に
依
存
し
て
い
る
」
(
四
五
四
四
頁
、
傍
丸
|
|
一
ニ
宅
)
。
「
資
本
と
し
て
貸
付
け
ら
れ
る
商
品

は
、
そ
の
性
般
に
応
じ
て
、
固
定
委
本
ま
た
は
流
動
資
本
と
し
て
貸
付
け
ら
れ
る
。
:
~
:
あ
る
種
の
跨
口
聞
は
、
そ
の
使
用
価
値
の
性
質
上
、
つ
ね
に

固
定
安
本
と
し
て
の
み
貸
付
け
ら
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
家
屋
、
船
舶
、
機
械
、
等
々
は
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
す
べ
て
の
貸
付
け
ら

れ
る
資
本
は
、
そ
の
形
惑
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
:
:
:
づ
ね
に
貨
幣
資
本
の
一
特
殊
形
態
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
:
:
:
本
章
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
貸

付
け
ら
れ
る
資
本
の
他
の
誇
形
態
の
本
源
的
な
形
態
で
ち
る
と
こ
ろ
の
本
来
の
貨
幣
資
本
を
取
扱
う
」
(
国
一
ニ
七
六

l
七
頁
、
傍
白
川

l
i三
宅
)
。

四

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
利
子
生
み
資
本
と
い
う
範
曜
の
基
礎
的
た
点
に
つ
い
て
川
合
氏
の
よ
う
な
誤
り
を
示
し
て
い
る
の
は
ひ
と
り

川
合
氏
の
み
で
は
な
い
。
た
だ
川
合
氏
の
場
合
に
は
こ
の
誤
っ
た
理
解
を
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
「
努
力
」
が
強
く
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、

誤
り
が
拡
大
さ
れ
た
形
で
出
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
川
合
氏
と
同
様
た
誤
り
を
一
本
し
て
い
る
一
例
と
し
て
、
藤
環
知
義
氏
の
見

解
(
「
信
用
理
論
発
達
手
ょ
の
一
醐
」
、
『
金
一
線
経
済
』
誌
第
四
号
、
|
|
昭
和
一
干
五
年
五
月

l
l
)
に
触
れ
て
治
と
う
。

川
合
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
、

「
:
:
:
利
子
う
み
資
本
め
形
式
的
外
面
的
性
格
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
構
造
の
分
析
は
、
:
:
:

具
体
的
に
は
信
用
現
象
の
本
質
把
握
に
沿
い
て
利
子
う
み
貨
幣
資
本
、
貨
幣
資
本
(
産
業
資
本
の
貨
幣
形
態
に

伺
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

利
子
生
み
資
本
小
論

五



利

子

生

み

車

問

本

小

論

五

二

か
か
い
か
)
、
動
純
め
通
b
和
小
『
初
動
恥
と
い
う
外
面
的
に
は
同
じ
〈
貨
幣
形
態
を
と
っ
て
た
ち
現
わ
れ
る
勘
骨
ん
い
同
町
(
わ
か
卦
骨
骨
の
峻

別
で
あ
る
」
(
五
回
頁
、
時
間
ぷ
;
』
一
ニ
さ
。
こ
の
言
葉
は
、
貨
幣
が
資
本
と
し
て
取
引
さ
れ
る
と
い
う
利
子
生
み
資
本
の
特
徴
的
な
性
質
を

理
解
さ
れ
て
い
な
い
川
合
氏
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
あ
る
が
、
藤
哲
氏
も
ま
た
持
間
的
先
後
か
ら
見
る
と
川
合
氏
よ
り
も
さ
き
の
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る

1

i
、
ζ

の
点
を
し
か
」
り
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
「
流
通
」
は
、
ま
や
単
純
な
商
品
流
通
と
し
℃
、

次
に
資
本
一
般
の
流
通
の
中
の
一
環
と
し
℃
の
流
通
と
し
て
、
更
に
利
子
生
み
資
本
(
特
殊
の
形
態
を
賦
与
さ
れ
た
貨
幣
資
本
)
そ
れ
自

身
の
流
通
を
含
む
流
通
と
し
℃
、
と
い
ろ
よ
う
に
複
雑
な
形
態
で
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
上
潟
論
文
、
二
一
一
二
貝
)
と
。
こ
う
い
わ
れ
る
の
は

藤
塚
氏
は
、
「
資
本
は
、
貨
幣
資
本
、
生
産
資
本
‘
商
品
資
本
の
形
態
を
次
k

に
取
り
つ
つ
姿
態
変
換
を
行
っ
て
ゆ
く
、
資
本
の
流
通
の

も
と
で
の
商
品
流
通
に
持
い
℃
は
、
貨
幣
(
流
通
手
段
・
支
払
手
段
と
し
て
の
)
も
ま
だ
資
本
の
運
動
の
中
の
一
つ
の
形
態
と
し
℃
、
却

ち
貨
幣
資
本
一
般
と
し
て
の
資
格
に
た
い
て
現
わ
れ
る
」
(
河
一
呉
、
傍

P
A
l
-一
三
口
)
と
考
え
て
食
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

貨
幣
位
、
単
純
流
通
に
長
け
る
貨
幣
、
費
幣
資
本
一
般
と
し
て
の
貨
幣
、
利
子
生
み
資
本
と
し
て
の
貨
幣
と
い
う
コ
一
つ
に
区
別
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
相
異
る
流
通
を
す
る
と
考
え
て
ゐ
ら
れ
る
か
ら
で
る
る
。
氏
は
「
流
通
手
段
」
に
つ
い
て
、

「
単
純
流
通
(
第
一
巻
第
一
篇
)
資

本
流
通
一
股
(
第
二
巻
)
及
び
資
本
の
総
過
問
団
の
論
理
の
上
で
の
流
通
(
第
一
二
巻
第
五
篇
一
)
と
h
う
段
階
」
(
ニ
九
頁
)
と
い
っ
た
一
二
段
階

の
区
別
づ
け
を
説
い
て
治
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
か
か
る
一
一
一
段
階
論
は
川
合
、
藤
坂
両
氏
に
た
い
て
符
節
を
合
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
る
り
、
い
や
れ
も
利
子
生
み
資
本

と
い
う
範
曜
を
理
解
す
る
上
で
の
基
礎
的
な
観
点
の
ご
と
く
扱
わ
れ
℃
い
る
。
事
実
、
と
の
点
を
正
し
く
把
謹
ず
る
こ
と
は
こ
の
範
轄
の

理
解
の
た
め
に
不
可
欠
的
に
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
か
か
る
三
段
用
論
が
な
ん
ら
摂
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
と

で
あ
る
(
註
)
。
と
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
の
つ
ま
り
説
明
主
引
い
て
た
と
う
。



(
数
)
念
の
た
め
附
言
す
る
と
、
一
一
一
濁
り
に
分
け
る
こ
・
と
そ
れ
良
身
で
段
々
く
、
こ
の
一
ユ
段
階
論
に
お
い
て
は
利
子
生
み
委
一
本
の
独
自
の
蓮
勤
が
は
っ

き
り
摺
ま
れ
て
い
な
く
、
事
実
よ
そ
れ
が
貨
幣
資
本
一
般
に
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
図
る
凡
な
の
で
る
る
。

「
こ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
:
:
:
資
本
政
流
通
過
程
で
は
商
品
資
本
会
よ
び
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
す

る
。
だ
が
、
こ
の
両
形
態
で
は
、
資
本
は
資
本
と
し
℃
は
商
品
に
な
ら
左
い
。
:
:
:
↑
hw

込
H

や
U

山
ド
品
何
十
払
岡
弘
ゲ
ハ
」
じ
ゃ
ん
γ
彫
わ
か
ん
い
ゆ

事
事
上
で
は
た
だ
単
純
に
貨
幣
と
し
℃
1
1
1
す
ゑ
わ
ち
、
商
品
(
生
産
諾
要
素
)
の
購
買
手
段
と
し
て
1
i
!
に
す
ぎ
な
い
。

と
の
貨
幣
が

こ
こ
で
は
同
時
に
貨
幣
資
本
で
あ
り
資
本
の
一
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
購
買
と
い
う
行
為
か
ら
、
貨
幣
資
本
が
ζ

こ
で
貨
幣
と
し

と
の
行
為
と
資
本
の
総
運
動
と
の
関
連
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、

け
だ
し
、
貨
幣
資
本
が
貨
幣
と
し
て
果
た
す
こ
の
行
為
は
資
本
制
生
産
過
程
を
導
入
す
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
だ
が
、
利
子
生
み
資
本
に

つ
い
て
は
事
情
が
異
友
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
こ
そ
利
子
生
み
資
本
の
独
自
的
性
格
を
な
す
。
自
分
の
貨
幣
を
利
子
生
み
資
本
と
し

て
増
殖
し
よ
う
と
す
る
貨
幣
所
有
者
は
、

て
果
た
す
現
実
的
機
能
か
ら
、

生
じ
る
の
で
は
た
く
、

ζ

れ
を
第
三
者
に
譲
渡
し
、

流
通
に
投
じ
、

こ
れ
を
資
本
と
し
て
商
品
た
ら
し
め
る
。
:
:
:
そ

れ
は
、
そ
れ
を
譲
渡
す
る
者
に
と
っ
て
資
本
で
る
る
ば
か
り
で
た
〈
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
資
本
と
し
て
、
剰
余
価
値
つ
ま
り
利
潤
主
創
造

す
る
と
い
う
使
用
価
値
を
も
り
価
値
と

L
て
、
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
る
」
(
目
一
一
一
七
四
|
穴
頁
、
傍
点
1
1
l
一一γ
宅

)
o
G
W
と

G

G

、
こ

こ
に
沿
け
る
G
の
規
定
性
の
差
違
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

藤
誠
氏
は
コ
一
段
階
論
に
た
い
て
川
合
氏
と
符
節
を
合
し
て
沿
ら
れ
る
ば
か
り
で
友
く
、

i
!
1
ぷ
り
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
台
ら
れ
る
が

ゆ
え
に
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が

i

、
た
と
え
ば
ま
た
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
「
論
理
」
を
展
開
。
し
て
治
ら
れ
る
。
す
た
わ
ち
民
は
、

夏
日
月
本
論
』
第
コ
一
巻
第
五
篇
第
二
十
五
章
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
の
信
用
制
度
発
達
の
「
二
つ
の
側
面
」
を
挙
げ
l

こ
れ
も
い
た
る
と

こ
ろ
誤
読
し
て
紹
介
し
て
な
ら
れ
る
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
度
外
視
し
よ
う
い

i
、
つ
い
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

「
か
く
て
、

利
子
生
み
幹
本
小
論

ヨ王



利
子
生
み
資
本
小
論

五
四

信
用
制
度
の
論
理
は
こ
の
こ
つ
の
側
面
を
統
一
す
る
も
の
と
し
℃
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
銀
行
の
業
務
も
ま
た
と
の
二
つ
の
側

面
に
関
連
す
る
の
で
あ
り
、
銀
行
は
こ
れ
を
等
し
く
貨
幣
融
通
或
は
貸
付
と
い
う
形
態
を
以
て
注
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
は
等

し
く
貸
付
の
形
態
を
以
て
行
わ
れ
る
も
の
が
、
利
子
生
み
資
本
(
貨
幣
資
本
)
の
前
貸
で
あ
る
の
か
、
或
は
資
本
の
転
態
の
一
環
と
し
て

の
単
純
流
通
に
関
わ
る
も
の
と
し
℃
単
に
貨
幣
形
態
を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
の
ね
、
の
区
別
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
」

(一一一一

i
一一一一員、傍京

l
l
一一一宅)。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
藤
塩
氏
に
よ
れ
ば
、
銀
行
が
「
貸
付
の
形
態
」
を
も
っ
て
行
う
も
の
に
、

貨
幣
形
態
乞
賦
与
穿
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
」
と
が
あ
り
、
こ
の
区
別
が
問
題
と
な
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
川
合
氏

の
所
説
を
見
た
さ
い
、

「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
「
単
に

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
い
う
、
一
言
葉
自
身
い
さ
さ
か
妙
な
響
を
も
っ
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

た
が
、

い
ま
ま
た
藤
塚
氏
も
こ
れ
と
同
様
に
、

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
藤
塚
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
訟
ら
れ
る
と
見
て
間
違
い
は
な
い
で
る
ろ
号
。
す
な
わ
ち
、

「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
い
っ
た
一
言
葉
を
使
用
し
て
な
ら
れ
る
。
さ
て
、
右
に
引
用

「
貸
付
の
形
態
」
に

た
い
て
、

「
単
に
貨
幣
形
態
を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
」
は
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
で
は
左
い
、
ま
た
、

「
利
子
生
み
資
本
の

前
貸
」
で
あ
る
な
ら
ば
「
単
に
貨
幣
形
態
を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
た
い
も
の
」
で
あ
る
こ
と
は
な
い
、
と
。

川
A
口
氏
に
あ
っ
て
は
、

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
い
う
の
は
「
は
ビ
め
か
ら
資
本
と
し
て
需
要
さ
れ
る
」
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
置
し
て
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
場
合
を
挙
げ
て
治
ら
れ
た
が
、
藤
塚
氏
の
把
握
も
、

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」

と
い
う
一
言
葉
の
か
わ
り
に
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
い
う
一
言
葉
を
用
い
、

の
か
わ
り
に
「
単
に
貨
幣
形
態
を
附
与
ナ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
」
と
い
う
一
言
葉
を
用
い
て
む
ら
れ
る
と
い
う
工
合
で
あ
る
。

「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
言
葉

一
見
し
た
だ

け
で
、
た
ん
に
使
用
し
て
た
ら
れ
る
言
葉
が
ち
が
う
だ
け
で
あ
っ
て
考
え
方
は
両
氏
と
も
ま
っ
た
〈
同
じ
で
あ
る
と
見
る
と
と
が
で
き
る

• 



が
、
い
ま
す
こ
し
念
を
入
れ
て
藤
塚
氏
が
こ
れ
ら
の
一
言
葉
を
い
か
友
る
意
味
に
使
用
し
℃
た
ら
れ
る
か
を
確
め
て
た
か
な
い
こ
と
に
は
懇

切
を
欠
く
か
と
忠
わ
れ
る
の
で
、

つ
ぎ
に
こ
れ
を
見
ょ
う
。

藤
場
氏
は
右
に
引
用
し
た
文
章
の
末
尾
に
星
印
を
附
し
、
か
友
り
長
い
註
を
書
い
て
沿
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
ま
や
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ

れ
℃
い
る
。

「
乙
の
点
に
閤
し
、

A
な
る
人
に
対
す
る
銀
行
の
前
貸
が
、

い
か
な
る
範
囲
ま
で
資
本
の
前
貸
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か

な
る
範
囲
ま
で
単
た
る
支
拡
手
段
の
前
貸
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
与
え
て
い
る
次
の
規
定
は
、
当
を
得
て
い

な
い
よ
う
に
私
に
は
恩
わ
れ
る
」
(
ゴ
一
一
一
貰
)
と
。
こ
れ
だ
け
の
と
こ
ろ
で
ま
や
奇
妙
で
あ
る
の
は
、
藤
塚
氏
は
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
等

し
く
貸
付
の
形
態
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
が
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
で
あ
る
の
か
「
単
に
貨
幣
形
態
を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
な
い
も

の
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
区
別
が
「
問
題
」
と
な
る
の
だ
と
い
っ
て
訟
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
と
、
こ
こ
の
「
A
な
る
人
に
対

い
か
な
る
範
囲
ま
で
資
本
の
前
貸
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
い
か
な
る
範
囲
ま
で
単
な
る
文
弘
手
段
の
前
貸
と
見
る

ず
る
銀
行
の
前
貸
が
、

べ
き
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
と
は
、
似
も
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
藤
塚
氏
は
こ
れ
を
同
じ
だ
と
考
え
て
ゐ
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
後
者
の
問
題
は
マ
ル
グ
ス
が
立
て
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、
前
の
「
問
題
」
は
藤
掛
氏
の
考
案
に
か
か
る
。

と
く
に
と
と
で
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
藤
堤
氏
に
る
つ
℃
は
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
な
ヮ
て
い
る
が
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は

「
資
本
の
前
貸
」
と
及
り
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

ζ

の
奇
妙
さ
の
な
か
か
ら
、
藤
蕗
氏
の
い
う
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
は

「
資
本
の
前
貸
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ほ
ぽ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

間
知
の
土
う
に
早
ン
グ
ル
ス
は
右
の
問
題
に
た
い
し
て
三
つ
の
場
合
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
ハ
盟
問
六
七

l
同
七
Q
頁
、
四
九
七

i
九
貫
U

の
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
藤
塚
氏
は
と
れ
を
面
要
約
し
て
批
判
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
な
ぜ
藤
塚
氏
に
よ
二
」
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
当
を
得
て
い
な
い

よ
う
に
」
思
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
1

そ
れ
が
ま
っ
た
く
取
る
に
足
ら
な
い
根
拠
に
立
つ
℃
い
る
も
の
で
あ
り
か
つ
本
稿
と

利
子
生
み
資
本
小
論

五
五
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六

は
直
接
に
は
関
係
が
な
い
の
で
、
と
こ
で
は
あ
え
℃
触
れ
な
い
で
た
く
が
、
そ
こ
で
藤
議
氏
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
ζ

と
は
、

さ
し
当
り
い
ま
見
ょ
う
と
し
て
い
る
と
と
と
直
接
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
藤
議
氏
は
第
一
一
の
場
合
に
つ
い
て
、
「
(
二
)

A
が
有
価

証
券
(
国
債
、
株
式
等
)
担
保
で
前
貸
を
受
け
る
と
き
は
、
単
友
る
支
払
手
段
の
前
貸
で
、
何
ら
追
加
的
資
本
の
前
貸
は
行
わ
れ
て
い
な

エ
ン
グ
ル
ス
の
主
張
に
も
拘
ら
や
ノ
、
と
と
で
は
利
子
生
み
資
本
が
利
子
生
み
資
本
と
し
て
移

い
」
と
要
約
し
、

「
(
二
)
に
つ
い
て
は
、

動
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
単
佐
サ
hv

支
払
手
段
の
前
貸
に
は
止
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
:
;
:
と
の
場
合
は
資
本
の
前
費
が
行
わ
れ
る

も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
息
わ
れ
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

い
う
の
も
と
れ
ま
た
妙
た
言
葉
で
あ
る
が
、
藤
坂
氏
が
Z

ン
ゲ
ル
ス
に
友
対
し
て
と
の
場
合
に
も
「
迫
加
的
資
本
の
前
貸
」
、
「
資
本
の
前

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
戸
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

貸
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
氏
の
い
う
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
は
か
か
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

る
(
!
)
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
こ
と
か
ら
明
か
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
利
子
生
み
資
本
が
利
子
生
み
資
本
と
し
て
移
動
し
て
い
る
」
と

か
く
て
氏
の
い
う
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
は
「
追
加
的
資
本
の
前
貸
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
定
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
つ
ぎ
の
、
「
単
に
貨
幣
形
態
を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
汝
い
も
の
」
と
は
、
「
単
な
る
文
弘
手
段
。
前
貸
」
の
と
と
で
あ
る
こ
と
も
分
る
。

エ
ン
グ
ル
ス
が
「
(
一
二
)

A
が
銀
行
で
手
形
の
割
引
を
受
け
る
と
き
は
、
い
か
な
る
前
貸
も
行
わ
れ
や
、
通
常
の
売
買

そ
し
℃
こ
れ
は
、

が
行
わ
れ
る
に
過
を
友
い
」
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
「
こ
の
場
合
に
も
私
は
、
支
払
手
段
の
前
骨
一
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
た
い

の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
な
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
形
の
割
引
の
場
合
の
と
と
な
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
川
合
氏
の
場
合
に
も
「
貨
幣

を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
の
だ
ム
さ
れ
て
い
た
の
は
商
業
手
形
の
割
引
の
と
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
場
合
川

合
氏
も
藤
塚
氏
も
、
た
ん
に
使
用
し
て
た
ら
れ
る
言
葉
が
ち
が
う
だ
け
で
あ
っ
て
考
え
方
は
寸
分
こ
と
た
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
た
が
ヲ

藤
塚
氏
に
つ
い
℃
は
、
こ
の
と
と
む
指
摘
す
る
だ
け
で
も
は
や
同
じ
こ
と
を
繰
返
す
必
要
が
定
い
で
あ
ろ
う
。



た
だ
、
商
業
手
形
の
割
引
を
「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
と
だ
と
し
て
た
ら
れ
た
川
合
民
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
こ

の

「
利
子
う
み
資
本
の
貸
付
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

「
貨
幣
を
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
け
る
」
と
い
う
見
解
だ
け
を
切

り
離
し
て
見
て
た
い
た
の
で
、
手
形
の
割
引
に
つ
い
て
と
こ
で
一
言
述
ペ
て
長
こ
う
。
川
合
氏
に
つ
い
て
、

と
い
う
言
葉
は
言
葉
自
身
妙
で
あ
。
て
、
利
子
生
み
資
本
と
し
て
貸
付
け
る
と
で
も
い
わ
な
ぐ
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
記
し
た
が
、
こ

の
と
と
は
藤
額
氏
の
「
利
子
生
み
資
本
の
前
貸
」
と
い
う
言
葉
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
で
あ
り
。
、
そ
し
て
ま
た
‘
「
単
に
貨
幣
形
態

を
賦
与
す
る
に
過
ぎ
友
い
も
の
」
で
あ
ヮ
て
も
、
手
形
割
引
の
さ
い
、
貨
幣
は
利
子
生
み
資
本
と

L
て
投
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
利
子
ろ
み
資
本
の
貸
付
」

「
国
家
の
債
務
証
券
を
売
る
可
能
性
除
、

A
に
と
ヲ
て
ほ

か
れ
の
私
的
見
地
か
ち
す
れ
ば
、
か
れ
の
費
本
は
利
子
生
み
資
本
と
し
て
投

下
さ
れ
て
い
る
じ
(
四
五
O
丸
資
、
傍
え
1
1
1
2
宅
)
。
と
の
国
家
の
債
務
証
券
等
は
「
手
形
と
ほ
本
質
的
に
こ
と
な
る
利
子
生
み
証
券
」

(
E

五
O
ヘ
買
、
傍
点
!
l
一
ニ
宅
)
で
あ
る
が
、
手
形
割
引
の
さ
い
貨
幣
は
利
子
生
み
資
本
と
し
て
投
下
さ
れ
℃
い
る
と
い
う
点
は
、
と
れ
ら
の

有
価
証
券
の
買
入
れ
の
さ
い
と
こ
と
な
ら
な
い
。
ー
!
?
:
:
手
形
、
す
な
わ
ち
産
業
資
本
家
ま
た
は
商
人
た
ち
の
支
拡
契
約
書
:
:
:
。

貨
幣
の
貸
し
手
に
と
っ
て
段
、
と
れ
ら
の
手
形
段
利
子
生
み
証
券
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
手
形
を
買
う
場
合
、
ま
だ
経
過
し
て
い

か
ん
た
ん
に
、

マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
葉
で
こ
の
点
を
明
か
に
し
て
長
と
う
。

元
本
還
流
の
可
能
性
を
表
わ
ず
。

B
に
つ
い
て
い
え
ば
、

正
い
期
間
分
の
利
子
を
差
引
〈
。
と
れ
ば
割
引
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
手
形
の
表
示
す
る
金
額
の
う
ち

εれ
だ
け
が
差
引
か
れ
る
か

は
、
そ
の
時
々
の
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
(
四
五
一
一
一
ご
具
、
守
口
一
l
l
一一一由主。

な
治
念
の
た
め
い
い
添
え
て
ゐ
〈
在
、
乙
の
マ
ル
ク

ス
の
説
明
は
、
割
引
依
頼
人
た
る
A
に
た
い
し
て
は
い
か
友
る
前
貸
も
行
わ
れ
友
い
と
い
う
さ
き
の
エ
ン
グ
ル
ス
の
説
明
と
け
っ
し
て
矛

盾
ず
る
も
の
で
は
な
い
の
で
ち
る
士
号
。

設

、、

上
掲
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
こ
の
小
論
の
諜
怒
ー
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
直
後
に
伝
関
係
が
な
い
の
て
ヴ
正
め
て
w

一
れ
に
傾
れ
る

利
子
生
み
資
木
小
論

主

すコ
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五
入

こ
と
を
避
け
て
き
た
が
、
こ
の
説
明
は
、
き
わ
め
て
京
姿
な
問
題
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
疑
問
が
投
げ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
謀
っ
て
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
そ
の
た
め
ル
ら
誤
っ
た
批
列
も
向
て
い
る
(
た
と
え

ば
宇
野
弘
議
著
『
蕗
相
模
原
論
』
下
巻
、
一
一
四
六

i
七
頁
)
。
と
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
設
明
に
つ
い
て
は
近
〈
詳
細
に
検
討
を
誠
み
る
予
定
で
あ
る
の

で
、
そ
の
さ
い
こ
れ
ら
の
読
解
、
批
創
刊
に
の

J

い
て
も
取
扱
う
こ
と
と
す
る
o
f
-
-
し
た
が
っ
て
本
稿
の
つ
づ
き
に
お
い
て
は
宇
野
教
授
の
所
設
を
取

扱
う
が
そ
の
さ
い
に
も
こ
の
問
題
に
は
燭
れ
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
批
列
は
基
礎
的
な
去
に
す
い
て
の
誤
っ
た
犯
援
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
で

ち
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
た
い
七
て
は
エ

y
グ
ル
ス
の
設
現
が
擁
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
'
と
と
な
る
が
、
し
か
し
、
エ
シ
ヂ
ル
ス
の
誘
拐
は
、
提
起
さ

れ
て
い
る
問
題
の
受
け
取
り
方
に
お
い
て
、
ま
た
エ
ン
グ
ル
ス
の
奥
え
て
い
る
設
現
自
身
に
お
い
て
も
、
疑
問
の
余
一
也
を
蒋
千
残
し
て
い
る
、
と
考

e

え

ら

れ

る

。

(

未

完

)




